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I.  J M T I 

（フォローアップ協力の完了報告を始める前に、JMTI の概要を説明する。この章は、フォロー

アップ協力に先立つ 5 年プロジェクト（1998 年 1 月 15 日～2003 年 1 月 14 日）に係る完了報告

書（2003 年 1 月 14 日付け技術協力プロジェクト事業完了報告書）の「I. JMTI の設立」を再掲し

たものである。但し、フォローアップ協力の時点で変更のある部分については、記述を追加し

た。） 

 

１．JMTI 設立の背景 

１９８０年代後半以降、マレーシア政府による外国資本の導入策もあり、マレーシア経済は急

速に成長し、１９９７年のアジア金融危機に至るまで経済は成長を続けた。しかしながら、労働力

が逼迫し、また、外国人労働力への依存度が高まることとなり、１９９０年代初頭、ハイテク分野

の開発と省力化を志向する経済に、政策を転換することとなった。第７次マレーシア計画（１９９６

年-２０００年）では、ハイテク分野への外資のより積極的な導入と労働力の技能レベルの向上に

より、製造工業分野を再構築することに重点が置かれた。 

労働力を製造工業分野のニーズに対応させるために、ハイテク職種に適合する、より多くの労

働者を訓練により育成することとし、人的資源開発計画が策定された。人的資源省労働力局は、

計画目標を達成するための措置として、高度技能訓練センター（ADTEC）を設置することとし、そ

のうちの一施設として日本・マレーシア技術学院（JMTI）を設置することとした。 

１９９３年、マレーシア政府により、JMTI 設立の提案が日本政府に届けられた。翌年の８月、

当時の村山首相が ASEAN 諸国歴訪の一環としてマレーシアを訪問した際、マハティール首相に

対し、同提案が具体化されるために日本政府による協力が約束された。以降、必要な調査と協

議を経て、１９９７年、両国政府の代表により、JMTI 設立に係る技術協力の協議議事録に署名さ

れ、１９９８年１月、５年間の政府間プロジェクトとして、技術協力が開始された。 

JMTI は、当初は CIAST（首都クアラルンプル近郊の職業訓練指導員・上級技能訓練センタ

ー）の仮キャンパスで発足したが、２０００年１月に現在地に移転した。移転は計画的なものであ

る。マレーシアにおける電子産業の中核地域であるペナン州の、ブキット・ミニャック工業団地に

立地している。敷地面積は６．５ヘクタールあり、敷地は、ペナン州開発事業団（PDC）を通じて、

ペナン州政府から贈与されたものである。 

 

２． JMTI の特長 

JMTI の特長は、提供するサービスの範囲が広いことであり、これを実現するために、次の方

策を有効に活用している。すなわち、職業訓練を専門とする日本人技術専門家による技術移転、

マレーシア人訓練指導員の日本における訓練、日本政府供与による訓練用ハイテク機材の活

用である。サービスの種類は、高卒者対象のディプロマ訓練コース、在職者対象の短期の技術

訓練と監督者訓練及び中小企業等の管理・監督者対象の技術相談サービスがある。サービス

の内容を変化する企業ニーズに合わせ、迅速に改訂するために、技術諮問委員会が設置され

ている。同委員会は学識経験者と企業のニーズ変化に詳しい企業からの代表により構成されて
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いる。ディプロマ訓練コースの訓練生には日本語クラスが用意されており、学習を通じて、日本

的な労働倫理観と規律に関する意識の醸成が試みられている。 

 

３． JＭＴＩの目的 

ＪＭＴＩの主たる目的は、電子、コンピュータ、生産及びメカトロニクスの先進技術分野における

高度技能者を養成することである。加えて、ＪＭＴＩは地域の産業、特に中小企業の発展を支援す

ることも目的としており、在職者に対して監督者訓練や技能向上訓練を提供し、また、管理・監督

者に対して個別に技術相談サービスを提供する。 

 

４． JＭＴＩの機能 

上記目的を達成するため、ＪＭＴＩは次の事業を実施している。: 

(ア) 高卒者対象の３年間の全日制訓練（ディプロマ訓練コース）：電子、コンピュータ、生産

及びメカトロニクスの各工学技術分野 

(イ) 在職者対象の短期訓練コース：上記各工学技術分野 

(ウ) 管理・監督者対象の短期訓練コース及びセミナー：管理・監督、在職者の能力開発、生

産性向上等に関する知識と技能 

(エ) 中小事業主等対象の個別技術相談サービス 

 

５． JMTI の組織 

JMTI 技術協力プロジェクトの協議議事録に従い、プロジェクト実施主体は人的資源省労働力

局と国際協力事業団（JICA）である。JICA はチーフアドバイザー、調整員及び技術専門家をプロ

ジェクトに派遣した。 

労働力局長は、プロジェクト・ダイレクターとして、プロジェクトの管理と実施について全体的な

責任を負う。JMTI 所長は、プロジェクト・マネージャーとして、プロジェクトの運営と技術的事項に

ついて責任を負う。日本人チーフアドバイザーは、上記 2 名に対して、プロジェクトの実施に関し

必要な助言を与える。他の日本人専門家は、マレーシア人カウンターパートに対し、技術的な助

言を与える。（次ページ組織図参照） 

 

（フォローアップ協力期間中は、JMTI の組織に次のような変更がある。） 

 当初の 5 年プロジェクト フォローアップ協力 

チーフアドバイザー １ １ 

調整員 １ ― 

技術専門家 ５ （訓練計画及び電子、コンピュ

ータ、生産、メカトロニクスの各工

学技術） 

２ （生産、メカトロニクス

の各工学技術） 

計 ７ ３ 

ECS(個別)専門家 １ １ 

合計 ８ ４ 
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JMTI 組織図 

 

プロジェクト・チーム専門家           労働力局長               合同調整委員会  

            (JCC) 

チーフアドバイザー     

                                                         技術諮問委員会 

調整員                      JMTI 所長                    (TAC) 

訓練計画    

電子技術                         副所長   

コンピュータ技術       

生産技術                             工学技術部門  

メカトロニクス技術                         電子技術科  

                                              コンピュータ技術科  

                                              生産技術科  

                                              メカトロニクス技術科  

                                              一般教養科 

                                              教務・学生課 

 

個別専門家                          副所長  

 

技術相談部門  

(ECS) Engineering Consultancy Service 

 

総務、経理課 

 

（但し、フォローアップ協力期間中のプロジェクトチーム専門家は、チーフアドバイザー、生産技

術及びメカトロニクス技術の 3 名(ECS 個別専門家を加えて日本人専門家は 4 名)である。） 

 

６． ディプロマ訓練コース 

（１） 訓練期間 

高校卒業者等を対象に 3 年間の訓練（1 年 1400 時間、3 年合計 4200 時間）を実施する。 

 

（２） 入校定員 

各科 50 人、１学年 200 人、全校で 600 人の定員である。 

 

（３） 入校応募資格 

26 歳以下のマレーシア国籍を有する者で、下記のいずれかに該当する者； 
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（１）普通、技術高校、又は、職業高校卒業者で、SPM 又は SPMV 資格を有する者 

（２）職業訓練校修了者で、SKM（技能検定）Level２、又は、Level３の資格を有する者 

（３）高専、又は、短大卒業者で、関連する知識、技能を有すると認められる者 

但し、（イ）、（ウ）の応募者は、第 2 学年への直接入校が認められる。 

 

（４） 訓練受講料 

入学金: RM 400 (約 12,400 円、保険料、作業着、安全靴等の購入費用) 

受講料（年額）: RM 3,000 （約 93,000 円） 

寮費（年額、食費を含む）: RM 616 (約 19,000 円、入寮する場合) 

但し、政府による奨学金（主として貸与）制度を利用することができる。  

 

（５） 取得可能資格 

所期の訓練を修了した者に対しては、人的資源省労働力局より産業工学ディプロマが授与さ

れる。この資格は、ＳＫＭ（国家職業訓練審議会の技能検定） Level ４及び人事院の技能資格

に相当するものと認められる。 

 

７． ディプロマ訓練コースの内容 

 

電子工学科 

主たる技術 
- 産業電子技術 

- 通信技術 

但し、技術協力プロジェクトの協力対象は、このうち産業電子技術に限られる。 

訓練内容 

- 電子回路基礎技能 

- CAD を活用した電子回路設計、PCB デザインおよびシミュレーション 

- 生産ライン上の電子回路のメンテナンスと改善 

- コンピュータ通信 

訓練の仕上り像 

- CAD を活用した電子回路の設計 

- Programmable Logic IC を活用したシステム設計 

- マイクロコンピュータを応用したシステム設計 

- 電子回路計測とデータ分析 

- ネットワークを利用した計測・制御システムの開発 

- 生産ラインの制御とメンテナンスのための種々の PLC とセンサーの活用 

 

コンピュータ工学科 

主たる技術 

4



 5

- コンピュータ技術 

- 情報処理技術 

訓練内容 

- コンピュータの知識と技能 

- ソフトウエア開発、データ通信、データ処理の専門的技能 

- コンピュータシステムと生産ラインの設計開発 

訓練の仕上り像 

- Windows 環境下のアプリケーションソフトウエアの開発 

- パソコンの機能と構造の理解、メンテナンス 

- ネットワークシステムの構築 

- データベースシステムの開発と構築 

- デジタルコンピュータグラフィックの製作、グラフィックデータシステムの構築 

 

生産工学科 

主たる技術  

- 高度生産技術 

- 高度材料加工技術  

但し、技術協力プロジェクトの協力対象は、このうち高度生産技術に限られる。 

訓練内容 

- 機械、機械加工の知識と基礎技能 

- 最新の技術、機器、CAD/CAM/CAE/CAT の活用技能 

- 生産ラインの設計と運転 

- 生産管理 

訓練の仕上り像 

- CNC 工作機械及び周辺機器のプログラム設計、操作、保守 

- 旋盤、フライス盤、研削盤を活用した精密加工 

- 3D CAD/CAM/CAE/CAT システムを活用した設計、分析、加工 

- 現場における生産管理 

- 生産ラインの設計、運転（FMS の活用） 

 

メカトロニクス工学科 

主たる技術 

- オートメーション・ロボット技術 

- ハイテク機器メンテナンス技術 

訓練内容 

- 機械、電子の基礎技能 

- 空圧、油圧、コンピュータ、電気サーボシステムによる制御 

- 最新の制御技術とメンテナンス、異常の検知と分析、生産ラインの改善 
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訓練の仕上り像 

- 自動機械の導入、測定、分析 

- 機械、機械加工、機械制御の基礎技能 

- 空圧、油圧、サーボシステムの設計、活用 

- 設備保全システムの設計と活用 

- メンテナンス、生産ラインの改善 

 

８．マレーシア政府の所掌 

インフラ整備 

- 敷地、建物 

- 施設 

- 汎用訓練機材 

十分な人数の有能な訓練指導員の確保 

運営予算の確保 

 

９．日本政府による協力 

日本人長期派遣専門家と必要に応じて派遣される短期派遣専門家 

- チーフアドバイザー 

- プロジェクト調整員 

- 訓練計画専門家 

- 各４技術工学分野の専門家 

- 技術相談部門（ECS）担当専門家（2002 年 2 月に派遣） 

- 日本語教育担当シニア・ボランティア（2001 年 1 月まで） 

訓練指導員の日本における研修（各年約 20 名） 

機材供与（ハイテク機材）（下記はそのうち主要機材） 

- 生産ラインシステム（FMS） 

- 産業用ロボット 

- 設備診断システム 

- 自動計測システム 

 

(但し、フォローアップ期間中は次の変更がある。) 

（１） 日本人長期派遣専門家については、上記「５．JMTI の組織」で述べたとおり。 

（２） 訓練指導員の日本における研修（3 名）、（ECS 指導員を加えると 4 名） 

（３） 機材供与はない。但し、技術移転活動後に供与する専門家携行機材と現地業務費購入機

材の供与がある。 
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II. フォローアップ協力の目的 

 

1. 要請背景と協力計画 

プロジェクト名：日本・マレーシア技術学院プロジェクト（フォローアップ） 

協力期間：   2003 年 1 月 15 日～2004 年 1 月 14 日 

要請時期：   2002 年 7 月（当初プロジェクトの終了時評価の際） 

 

（１） 要請背景 

当初プロジェクト（5 年間：1998 年 1 月～2003 年 1 月）で４訓練科（コンピュータ科、電子科、生

産科、メカトロニクス科）に対する技術協力が実施された。終了時評価の時点で、コンピュータ科

については自立的に訓練コースを開校できる水準にあると評価されたが、他の３訓練科につい

ては、①マ側調達機材の遅れの影響を大きく受けており、技術移転活動はスケジュール的に圧

縮され、一部完了できない分野があること、②個々の技能を一体化した統合化技術等の産業界

の新たなニーズに応える必要があることから、マ側より継続的な協力の要望がなされた。マ側の

要望は、詳細な計画の提出を待って日本において検討され、下記の内容でフォローアップとして

協力が継続されることとなった。 

 

（２） 協力計画 

JMTI プロジェクト・フォローアップ計画概要（R/D 署名：2002 年 11 月 19 日） 

１． 協力期間    2003 年 1 月 15 日～2004 年 1 月 14 日 

２． 目的 

１） 産業界のニーズに合致した指導員の能力の向上 

２） JMTI の電子工学、メカトロニクス工学、生産工学分野における上級センター（Center of 

Excellence）への位置付け 

（参考） COE は、JTR（労働力局）、EPU が指定し、JTR 所管訓練施設の訓練指導員の

うち、新任者を対象に研修を行う。JMTI については、コンピュータ科が 2002 年 1 月

に COE に指定され、新任時研修を開始している。 

３． フォローアップ協力の必要性 

- 産業界の技術革新への対応 

- 競争力のある労働力の養成 

- 雇用可能性の向上 

４． 技術協力分野 

- 機械保全技術（メカトロニクス科）：基盤的な保全技術 

- 熱処理、材料試験、ＦＭＳ保守技術（生産科）：品質保証に必要な熱処理技術等 

- 電子制御ロボット製作技術（電子科）：個々の技能を一体化した統合化技術 

５． 協力項目 

１） 専門家派遣 
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- 長期専門家 3 名（チーフアドバイザー、メカトロニクス工学、生産工学） 

- 短期専門家 5 名（電子工学：3 名、メカトロニクス工学：1 名、生産工学：1 名） 

２） 機材供与 

- 短期専門家携行機材 

３） カウンターパート研修 

- 期間中 3 名程度 

 

（参考） 当初プロジェクト終了時評価報告書の要約 (抜粋) 

 当初プロジェクト終了時評価報告書（プロジェクトの期限の 6 ヶ月前）の要約（抜粋）を転載する。 

「2002 年 8 月、日本・マレーシア合同評価チームは日本・マレーシア技術学院プロジェクト（JMTI

プロジェクト）に関する終了時評価を実施した。 

 JMTI プロジェクトは、成功裏に実施され、プロジェクト開始時より格段の成果があったと評価さ

れた。 

（中略）  

  本プロジェクトで育成される高度技能者は、電子工学科と情報工学科については 2001 年に

最初の修了生を送り出したところであり、また、生産工学科とメカトロニクス工学科については、

本年 7 月に最初の修了生を送り出したところであり、産業界の評価が定着するまでには至ってい

ない。JMTI はマレーシア産業界への貢献を開始したところである。 

 本プロジェクトの対象 4 学科の内、情報工学科を除く、電子工学科、メカトロニクス工学科、生

産工学科については、機材の遅れ、予期せぬカウンターパートの交替等の影響により、技術移

転が遅れており、また、自立発展性の面で弱さが見られること、特定の教科について更に向上

の可能性があることから、終了時評価調査団は 3 学科につき、協力期間 1 年間の延長を提言し

た。」 
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2. 専門家活動計画 

Plan of Operation for Japanese Experts in extended period 

(15 Jan. 2003 – 14 Jan. 2004) 

in accordance with Minutes of Meeting signed in 19 Nov. 2003 
  
 
1. Summary (Chief Advisor) 
 

(1) Project Administration 
(2) Coordination for the Ministry of Human Resources 
(3) Technical Transfer as the administrator 

- To manage the progress of training courses 
- To coordinate training courses 
- To support on selecting of the JMTI enrolment 
- To carry out professional and public relations activities for companies on 

in-plant training and career pursuing of the graduates 
- To set up the Home page and the materials for public relations and revise 

them 
- To receive visitors from company and conduct inquiry by visiting 

companies 
(4) Project coordination 

- To support the Joint Coordinating Committee and the Technical Advisory 
Committee 

- To conduct training courses for short-term experts on the electronics 
engineering technology 

- To coordinate counter part training in Japan 
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2.  Machine Maintenance (Long-term Expert)  
Period Item Contents 

Month Week 
1.Machine 
Alignment 

a. Machine Components 
Application & maintain: 

ⅰ. Screws 
 ⅱ. Bearings 
 ⅲ. Gears 
b. Material & Strength of Material 
Application, theoretical and testing  
  ⅰ.Theoretical & Fundamentals 
     of Materials 
  ⅱ. Material Testing 
  ⅲ. Material identification 
c. Mechanical Measurement 
 Application & maintenance 
ⅰ. Precision length measurement 
ⅱ. Temperature measurement  

  ⅲ. Stress measurement  
 ⅳ. Flow measurement  
ｄ. Machine Alignment 
   Application & theoretical  
ⅰ. Machine to be aligned 
ⅱ. Mechanical drawing 
ⅲ. Gear system alignment 
ⅳ. Machine tool alignment 

1.5 
 
 
 
 

1.5 
 
 
 
 
 

1.0 
 
 
 
 
 

1.5 

 

2.Lubrication Theoretical and analyze lubricants 
 ⅰ.Lubrication& maintenance 

- Standard of lubricants 
- Lubricant characteristic analysis 

using analyzer 
- Lubrication management 

 

1.0  

3.Actuators Theoretical and analyze Hydraulic, 
Pneumatic & Electric actuators 
   ⅰ.Pneumatics maintenance 
   ⅱ. Hydraulic maintenance 
   ⅲ.Electric actuator 

2.0  

4.Electric Control  ⅰ.Electrical control panel   
   ⅱ. Power circuit 

2.0  
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   ⅲ. Control 
5.Quality Control ⅰ. Seven QC tools 

ⅱ. QC activities   
ⅲ. QC & maintenance   

1.5  

(Period: One year) 
 
3. Heat treatment, Material testing and FMS maintenance (Long-term Expert) 

Period Item Contents 
Months Weeks 

1. Heat treatment 
technology 

a. Theoretical Fundamentals 
b. Types of steels, alloys and industrial 

standard 
c. How to use equilibrium diagram 
d. Heat treatment experiment 

- Hardening, annealing, normalizing, 
tempering with test specimens. 

e. Inspection of micro-structure, hardness, 
case depth 

f. Conclude the result and report 

 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 

2 
2 
 
1 
 
 
 
1 
 
2 

a. Theoretical Fundamentals  2 
b. Types of steels, alloys and 

characteristics 
 2 

c. Static and dynamic test experiment 1.5  
 - Tensile, bending, Vickers, Brinell, etc.    
 - Test specimens, industrial standard   

2.Material testing 
technology 

d. Conclude the result and report  2 
a. Theoretical Fundamentals  1 
b. Probability and distributions  1  
 - Uniform, normal, standardized, 

chi-squared, t, F, frequency etc. 
  

c. Control charts and diagrams  1 
d. Design of experiments 1  

3.Statistical 
method and data 
analysis 

e. Conclude the result and report  2 
a. Theoretical Fundamentals 
b. Design and developing communication 

programs 

 
 
 

1 
1 
 

4. Maintenance of 
FMS (Upper link)

c. Programming and Testing  2 
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5. Maintenance of 
FMS (Data base) 

a. How to manage product data base 
b. Technical fundamentals for Data base
c. Design and developing data base 
d. Programming and Testing 
e. How to connect the other format data 

 1 
1 
2 
3 
1 

(Period: One year) 
 
4.  Electronic Control Robot Making (3 Short-term Experts) 

Short-term Experts (Weeks)Item 
 

Contents 
A(8) B(4) C(4) 

1. Actuators  a. Theoretical Fundamentals  

b. Types of Motor  

c. Motor Control  

d. Mechanism of robot  

 

 

1 

1 

 

 

 

0.5 

0.5 

2. Sensor & 
Transducer 

a. Theoretical Fundamentals  

b. Types of sensor and transducer  

c. Application and circuits of sensor  

 

 

1 

 0.5 

0.5 

 

3. Controller  a. PIC applications on Robot control  

b. PLC applications on Robot control  

c. MPU applications on Robot control  

d. Interface technology  

e. Support software for robot control  

 

 

1 

1 

0.5 

1 

 

 

0.5 

0.5 

 

1 

 

0.5 

0.5 

4. Body/Frame 
Construction  

Robot making 2 2  

5. Test 
Competition 
Evaluation 

Project type 0.5   

 
(Period: Four months in total) 

Timing of Dispatch of Short-term Expert 
Short-term Expert A     March 2003 ~ April 2003 
Short-term Expert B  June 2003  
Short-term Expert C  August 2003  
 

5. Others 
Besides above-mentioned input other two (2) Short-term Experts are being planned for 
Mechatronics and Manufacturing engineering as well as three (3) Counterparts training in 
Japan for the Mechatronics, Manufacturing and Electronics engineering.   
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育

成
さ

れ
る

。

・
国

内
産

業
界

の
訓

練
ニ

ー
ズ

の
的

確
な

把
握

・
訓

練
基

準
・
計

画
の

評
価

・
見

直
し

体
制

の
整

備

・
指

導
員

の
量

的
か

つ
質

的
確

保

　

2
.マ

レ
ー

シ
ア

と
日

本
の

双
方

に
お

い
て

以
下

の
観

点
か

ら
指

導
員

を
訓

練
す

る
。

1
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(O
u
tp

u
t 

N
o
.: 

3
 a

n
d 

4
)

活
動

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

R
e
sp

o
n
si

bl
e

O
u
tp

u
t

A
c
ti
vi

ti
e
s

T
ar

ge
t

P
e
rs

o
n
 i
n

In
pu

t

J
an

 -
 M

ar
A

pr
 -

 J
u
n

J
u
l 
-
 S

e
p

O
c
t 

-
 D

e
c

P
ro

je
c
t 

T
e
am

3
-
1
 訓

練
ｺ
ｰ

ｽ
の

ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

を
改

善
す

る
。

・
ｺ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

の
改

善
  
  
  
 (
日

)
  
  
  
 (
日

)

 
・
ﾁ
ｰ

ﾌ
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｻ

ﾞｰ
・
ﾁ
ｰ

ﾌ
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｻ

ﾞｰ
の

助
言

・
各

教
科

専
門

家
・
各

教
科

専
門

家
の

指
導

3
-
2
訓

練
ｺ
ｰ

ｽ
を

運
営

す
る

。

　
・
短

期
専

門
家

の
指

導

　
・
訓

練
機

材
の

供
与

3
-
3
 訓

練
ｺ
ｰ

ｽ
を

評
価

す
る

。
　   
  
  
 (
マ

)
  
  
  
 (
マ

)

・
J
M

T
I所

長
・
訓

練
部

長
の

指
導

3
-
4
 訓

練
ｺ
ｰ

ｽ
を

必
要

に
応

じ
改

訂
す

る
。

 
・
訓

練
部

長
・
各

教
科

指
導

員
の

取
組

み

　

・
訓

練
資

機
材

の
購

入

・
ﾛ
ｰ

ｶ
ﾙ

ｺ
ｽ

ﾄ(
運

営
費

）
の

支
出

・
組

織
運

営
体

制
の

整
備

  
  
  
 (
日

)
  
  
  
 (
日

)

・
ﾁ
ｰ

ﾌ
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｻ

ﾞｰ
・
ﾁ
ｰ

ﾌ
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｻ

ﾞｰ
の

助
言

、
指

導

・
管

理
部

門
職

員
の

確
保

　

　
　

　

・
運

営
予

算
の

確
保

　

  
  
  
 (
マ

)
  
  
  
 (
マ

)

・
人

的
資

源
省

・
関

係
機

関
の

協
力

4
-
3
 定

期
的

に
管

理
を

モ
ニ

タ
ー

す
る

。
・
労

働
力

局
長

・
職

員
の

努
力

・
J
M

T
I所

長

　
　 　

S
c
h
e
du

le
 

4
-
2
 技

術
諮

問
委

員
会

を
設

立
し

、
少

な
く
と

も
年

2
回

以
上

会
議

を
開

催
す

る
。

3
.機

械
保

全
、

熱
処

理
、

材
料

試
験

、
F
M

S
保

守
及

び
電

子
制

御
ﾛ
ﾎ

ﾞｯ
ﾄ

技
術

分
野

に
お

け
る

必
要

な
訓

練
コ

ー
ス

が
確

定
さ

れ
、

準
備

さ
れ

、
実

施
さ

れ
る

。

・
ｺ
ｰ

ｽ
実

施
及

び
訓

練
評

価
体

制
の

整
備

4
.組

織
、

職
員

、
予

算
の

観
点

か
ら

、
J
M

T
Iが

良
好

に
運

営
さ

れ
る

。

4
-
1
 合

同
調

整
委

員
会

を
設

立
し

、
少

な
く
と

も
年

1
回

以
上

会
議

を
開

催
す

る
。

2
0
0
3

2
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１．専門家派遣実績

 長期専門家

 専門家氏名 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）

1 辻川　英高 チーフアドバイザー 2003.01.15 - 2004.01.14 厚生労働省

2 池田　　徹 メカトロニクス工学 2003.01.15 - 2004.01.14 雇用能力開発機構

3 牟田　浩樹 生産工学 2003.01.15 - 2004.01.14 雇用能力開発機構

全員が、当初5年プロジェクトの終了前からの派遣である。

 短期専門家

 専門家氏名 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）

1 原　圭吾 電子制御ロボット（Z80MPU) 2003.03.23 - 2003.05.04 雇用能力開発機構

2 北川　隆 電子制御ロボット（PLC) 2003.08.09 - 2003.09.05 雇用能力開発機構

3 波多江茂樹 電子制御ロボット（PIC) 2003.08.31 - 2003.09.27 雇用能力開発機構

4 岡田　渉 熱処理技術 2003.08.31 - 2003.09.28 雇用能力開発機構

5 田中倫之 電気制御技術 2003.09.10 - 2003.10.07 雇用能力開発機構

2．研修員受入れ実績

研修期間 主な研修先

2003年度（3名：C/P 3）

生産工学 Ms. Zainila bt. Salam 2003.10.01 - 2003.12.21 千葉職業能力開発促進センター

Mr. Nazir b. Elias 2003.10.01 - 2003.12.21 千葉職業能力開発促進センター

電子工学 Mr. Azhari b. Ismail 2004年1月から予定 千葉職業能力開発促進センター

V.　投 入 実 績

メカトロニクス工学

指導分野

指導分野

研修科目 氏　名

1
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３．機材、現地業務費実績

(1) 機材

短期専門家等携行機材　（20,000円以上）

購入年度 購入価格(円） 備考

1 Cosmo Air Leak Tester, Model:1861(AM,VC) 2002年度（翌債） (RM22,050) 現地調達

2 Master Chamber MC-200B (100cc-200cc) 同上 (RM3,300) 同上

3 PLC CPM2C-20CDTC-D 2003年度 170,000 5個

4 Stepping Motor CSK243AP-SG10 以下同じ 55,600 2個

5 Stepping Motor CSK245-AP 　 39,000 2個

6 A.G.S.Etching Set 　 92,500

7 Non-Contact Thermometer R-160 　 103,200

8 Standard　Micro　Structure 　 210,000

9 First PIC V3 Training Set 　 205,000 5個

10 Compiler CCS-C PCW 　 69,300

現地業務費購入機材　（RM 600以上）

購入年度 購入価格(RM) 備考

1 Paper Shredder（PS70-2) 2002年度 790.00

2 Digimatic Micrometer（50-75ｍｍ） 以下同じ 1,050.00

3 Digimatic Micrometer（75-100ｍｍ） 　 1,150.00

4 Tapper Chuck (M3-12) 　 1,485.00  

5 Tapper Chuck (M12-24) 　　 1,823.00

6 Tap Collet (M3-6 ,8,10,12,14,16,18,20,22,24) 　 7,023.00

7 Software (MSTATw32 V4.0) 2003年度 4,600.00

機材は、専門家の技術移転活動のために使用された後、JMTIに供与された。

（2） 機材、現地業務費

予算年月 2002年度 　

1-3

専門家携行機材

購送機材 (RM 21,690)

\ 672,456

37 品目

現地調達 RM 25,350

(\ 785,850)

2 品目

2003年度

4-12

(RM 53,090)

\ 1,645,940

51 品目

　

供与機材名

供与機材名

2
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ie
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t o
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V
I. 

P
D

M
に

基
づ

く
達

成
状

況
と

活
動

成
果

 

１
．

A
c
h
ie

ve
m

e
n
t 

o
f 
O

u
tp

u
ts

 
(2

0
0
3

年
1

月
～

2
0
04

年
1

月
) 

(P
D

M
に

基
づ

く
O

u
tp

u
ts

の
達

成
状

況
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
 

日
本

・
マ

レ
イ

シ
ア

技
術

学
院

（
J
M

T
I）

に
お

い
て

、
生

産
、

電
子

及
び

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
の

先
端

技
術

分
野

に
お

け
る

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

、
指

導
員

の
能

力
の

向
上

が
図

ら
れ

る
。

 

O
u
tp

u
ts

 
In

d
ic

at
o
rs

 
T
ar

ge
t 

A
c
h
ie

ve
m

e
nt

s 
R

e
m

ar
ks

 

 

①
J
M

T
Iに

お
い

て
体

系
だ

っ
た

職

業
訓

練
が

計
画

さ
れ

る
。

. 

    ②
J
M

T
I

に
お

い
て

上
記

分
野

に

お
け

る
有

能
な

指
導

員
が

必
要

数
育

成
さ

れ
る

。
 

     ③
機

械
保

全
、

熱
処

理
、

材
料

試

験
、

F
M

S
保

守
及

び
電

子
制

御
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
分

野
に

お
け

る
必

要

な
訓

練
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

確
定

さ

れ
、

準
備

さ
れ

、
実

施
さ

れ
る

。
 

訓
練

実
施

の
詳

細
計

画
 

     J
M

T
I指

導
員

の
数

、
質

、
能

力
の

向
上

 

      J
M

T
I

で
開

発
、

実
施

さ
れ

て
い

る

訓
練

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
数

、
内

容
 

   

国
内

産
業

界
の

訓
練

ニ
ー

ズ

を
的

確
に

把
握

す
る

。
訓

練
基

準
・
計

画
の

評
価

・
見

直
し

体
制

を

整
備

す
る

。
 

  指
導

員
に

対
し

て
、

機
材

を
活

用
し

て
、

技
術

移
転

を
行

う
。

教
材

を
作

成
す

る
。

 

     

訓
練

ｺ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

を
改

善
す

る
。

訓
練

ｺ
ｰ

ｽ
を

実
施

す
る

。
訓

練
評

価
体

制
を

整
備

す
る

。
 

  

T
A

C
（
技

術
諮

問
委

員
会

）
に

お
い

て
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

具
体

的
技

術
分

野
を

確
認

す
る

と
と

も

に
、

産
業

界
の

会
合

出
席

等
を

通

じ
て

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
た

。
 

 計
画

的
な

技
術

移
転

に
努

め

た
が

、
一

部
の

分
野

で
当

初
の

計

画
を

変
更

し
た

。
 

ロ
ボ

コ
ン

に
初

参
加

し
、

予
想

を
上

回
る

成
績

を
得

た
。

 

   カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
訂

案
を

作
成

し
た

。
技

術
移

転
の

成
果

は
、

既

に
訓

練
コ

ー
ス

の
内

容
に

反
映

さ

れ
て

い
る

。
 

 

   

  

 カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
予

期
せ

ぬ
異

動
と

研
修

派
遣

、
機

材
修

理

の
遅

延
、

新
規

調
達

機
材

の
仕

様
の

相
違

に
よ

り
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

技
術

移
転

内
容

と
手

法
の

変
更

が
必

要
と

な

っ
た

。
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A
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ie
ve

m
en

t o
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ut
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2 

④
組

織
、

職
員

、
予

算
の

観
点

か

ら
J
M

T
Iが

良
好

に
運

営
さ

れ
る

。
 

良
好

に
構

成
さ

れ
た

組
織

及
び

適

切
な

予
算

状
況

 

  

指
導

員
を

計
画

に
従

っ
て

確
保

す
る

。
予

算
を

確
保

し
、

適
切

に

執
行

す
る

。
 

組
織

、
予

算
の

点
で

は
十

分
で

あ
る

。
中

心
的

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ

ー
ト

の
異

動
と

補
充

と
に

よ
り

、
Ｊ

Ｍ
Ｔ

Ｉに
お

け
る

技
術

レ
ベ

ル
の

維

持
の

点
で

問
題

が
あ

る
。

 

但
し

、
他

施
設

で
の

経
験

は
指

導
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
有

意
義

で
あ

り
、

将
来

J
M

T
Iに

復
帰

す
る

時
点

で
J
M

T
I

の
訓

練
の

質

的
レ

ベ
ル

が
一

層
向

上
す

る
こ

と

を
期

待
し

た
い

。
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P
r
o
g
r
e
s
s
 
o
f
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
 

 
1

２
．

P
ro

gr
e
ss

 o
f 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

fo
r 

e
ac

h
 O

u
tp

u
t 

（
P

D
M

の
O

u
tp

u
t 

N
o
.1

に
関

す
る

活
動

の
成

果
）
 

N
o.

1;
 J

M
T
Iに

お
い

て
体

系
だ

っ
た

職
業

訓
練

が
実

施
さ

れ
る

。
 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

R
e
m

ar
ks

 

1
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
訓

練
内

容
を

策
定

す
る

。
 

  

職
業

訓
練

が
計

画
さ

れ
、

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 

J
M

T
Iは

継
続

的
に

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

訓
練

コ
ー

ス
を

改

善
し

つ
づ

け
る

必
要

が
あ

る
。

 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
期

間
中

に
実

施
す

る
技

術
移

転
は

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

も
の

で
あ

り
、

2
0
0
3

年
1

月
2
8

日
の

T
A

C
（
技

術
諮

問

委
員

会
）
で

合
意

を
得

た
。

 

- 
機

械
保

全
 

（
広

く
活

用
さ

れ
、

装
置

型
産

業
に

不
可

欠
な

機
械

保
全

技
術

）
 

- 
熱

処
理

、
材

料
試

験
、

F
M

S
保

守
 

（
熱

処
理

、
材

料
試

験
等

製
品

の
品

質
保

証
に

係
る

技
術

）
 

- 
電

子
制

御
ロ

ボ
ッ

ト
 

（
個

々
の

技
術

の
統

合
化

技
術

、
マ

ル
チ

・
ス

キ
リ

ン
グ

）
 

 

 
ま

た
、

下
記

に
よ

り
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

た
。

 

- 
企

業
か

ら
の

情
報

収
集

：
J
M

T
I

に
よ

る
企

業
訪

問
と

企
業

の

J
M

T
Iへ

の
訪

問
 

- 
企

業
団

体
か

ら
の

情
報

収
集

：
 

F
M

M
（
マ

レ
イ

シ
ア

製
造

業
連

合

会
）
、

J
A

C
T
IM

（
マ

レ
イ

シ
ア

日
本

人
商

工
会

議
所

）
、

ペ
ナ

ン
三

水
会

（
日

系
製

造
業

協
議

会
）
 

‐
 

 
技

術
諮

問
委

員
会

（
T
A

C
,及

び
S
u
b-

T
A

C
）
を

通
じ

た
情

報
収

集
 

J
M

T
I

に
は

職
業

訓
練

部
門

と
は

別
に

事
業

所
サ

ー
ビ

ス
部

門

（
E
C

S
）
が

あ
り

、
企

業
の

従
業

員
等

を
対

象
に

短
期

の
訓

練
コ

ー
ス

等

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

。
 

E
C

S
で

は
、

企
業

訪
問

等
を

通
じ

て
企

業
の

訓
練

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

J
M

T
I

が
実

施
で

き
る

短
期

訓
練

コ
ー

ス
に

つ
い

て
検

討
す

る
作

業

を
行

っ
て

い
る

。
J
M

T
I（

指
導

員
）
の

能
力

と
産

業
界

の
訓

練
ニ

ー
ズ

を

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
、

J
M

T
I（

指
導

員
）
に

求
め

ら
れ

る
能

力
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

職
業

訓
練

部
門

（
高

卒
対

象
3

年
制

）
と

E
C

S
部

門
の

連
携

と
人

事

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
が

不
可

欠
で

あ
り

、
実

施
さ

れ
て

い
る

。
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P
r
o
g
r
e
s
s
 
o
f
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
 

4 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

fo
r 

e
ac

h
 O

u
tp

u
t 

（
P

D
M

の
O

u
tp

u
t 

N
o
.3

に
関

す
る

活
動

の
成

果
）
 

N
o.

3;
 機

械
保

全
、

熱
処

理
、

材
料

試
験

、
F
M

S
保

守
及

び
電

子
制

御
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
分

野
に

お
け

る
必

要
な

訓
練

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
確

定
さ

れ
、

準
備

さ
れ

、
実

施
さ

れ
る

。
 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

R
e
m

ar
ks

 

3
-1

 
訓

練
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 

を
改

善
す

る
。

 

 3
-2

 
訓

練
コ

ー
ス

を
運

営
す

る
。

 

  3
-3

 
訓

練
コ

ー
ス

を
評

価
す

る
。

 

  3
-4

 
訓

練
コ

ー
ス

を
必

要
に

応
じ

改
訂

す
る

。
 

 

J
M

T
Iの

分
野

別
の

訓
練

コ
ー

ス
開

始
年

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

電
子

科
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
：
 

 1
9
9
8

年
7

月
 

生
産

科
と

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
科

：
 

1
9
9
9

年
7

月
 

J
M

T
Iデ

ィ
プ

ロ
マ

の
他

の
資

格
と

の
関

連
は

次
の

通
り

で
あ

る
。

 

-
 

国
家

職
業

訓
練

審
議

会
（
Ｎ

Ｖ
Ｔ

Ｃ
）
に

よ
る

技
能

検
定

レ
ベ

ル
４

相

当
の

認
定

：
 

2
0
0
1

年
 

- 
人

事
院

に
よ

る
技

能
者

資
格

の
認

定
：
 

2
0
0
2

年
 

  

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
科

、
生

産
科

及
び

電
子

科
に

お
い

て
は

、
フ

ォ
ロ

ー

ア
ッ

プ
協

力
に

係
る

専
門

家
の

技
術

移
転

活
動

の
成

果
と

し
て

、
カ

ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

指
導

員
が

担
当

ク
ラ

ス
の

改
善

を
行

っ
て

い
る

。
技

術
移

転
の

際
に

使
用

さ
れ

た
機

材
、

専
門

家
が

作
成

し
た

訓
練

用
教

材
等

が

活
用

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
た

、
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

科
と

生
産

科
に

お
い

て
は

、
長

期
専

門
家

が

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
協

力
に

係
る

技
術

移
転

分
野

に
つ

い
て

、
シ

ラ
バ

ス
の

改
訂

案
を

作
成

し
た

。
 

 
 

 

Ｊ
Ｍ

Ｔ
Ｉに

お
け

る
訓

練
の

下
記

特
徴

が
維

持
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

- 
基

礎
理

論
と

実
習

 

- 
ハ

イ
テ

ク
理

論
と

実
習

 

- 
事

業
所

実
習

 

 

更
に

訓
練

生
の

姿
勢

に
係

る
下

記
方

針
は

重
要

で
あ

り
、

こ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

努
力

が
継

続
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

- 
雇

用
可

能
性

 
（
E
m

pl
o
ya

bi
lit

y）
 

の
重

視
、

即
戦

力
の

養
成

  

- 
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

 
（
課

題
の

設
定

と
解

決
へ

の
惜

し
み

な
い

努

力
）
 

- 
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
精

神
（
整

理
整

頓
、

職
場

環
境

の
維

持
、

機
材

の
正

常
な

運
転

へ
の

傾
注

）
 

 

シ
ラ

バ
ス

の
改

訂
案

に
つ

い
て

は
、

N
V

T
C

（
職

業
訓

練
審

議
会

）
の

承
認

（
技

能
検

定
レ

ベ
ル

4
）
に

向
け

て
、

今
後

J
M

T
Iに

お
い

て
検

討
さ

れ
、

N
O

S
S
(職

業
訓

練
基

準
)と

の
照

合
等

の
必

要
な

作
業

が
行

わ
れ

る
見

込
み

で
あ

る
。
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P
r
o
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s
 
o
f
 
a
c
t
i
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t
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e
s
 

2 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

fo
r 

e
ac

h
 O

u
tp

u
t 

（
P

D
M

の
O

u
tp

u
t 

N
o
.2

に
関

す
る

活
動

の
成

果
）
 

N
o.

2;
 J

M
T
Iに

お
い

て
上

記
分

野
に

お
け

る
有

能
な

指
導

員
が

必
要

数
育

成
さ

れ
る

。
 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

R
e
m

ar
ks

 

2
 マ

レ
イ

シ
ア

と
日

本
の

双
方

に
お

い
て

以
下

の
観

点
か

ら
指

導
員

を

訓
練

す
る

。
 

-
1
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

善
 

  -
2
 
専

門
技

術
 

               

技
術

移
転

の
た

め
、

下
記

の
活

動
が

行
わ

れ
た

。
 

  

科
目

名
、

単
位

数
、

N
O

S
S
（
職

業
訓

練
基

準
）
等

と
照

合
し

て
、

技
能

検
定

レ
ベ

ル
４

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
、

改
善

の
力

は
既

に
あ

る
。

 

 

下
記

の
専

門
技

術
に

つ
い

て
、

専
門

家
に

よ
る

技
術

移
転

の
活

動

が
行

わ
れ

た
。

: 

「
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

科
」
 

機
械

保
全

：
 

広
く

活
用

さ
れ

、
装

置
型

産
業

に
不

可
欠

な
機

械
保

全

技
術

 

「
生

産
科

」
 

熱
処

理
、

材
料

試
験

、
F
M

S
保

守
：
 

熱
処

理
、

材
料

試
験

等
製

品
の

品
質

保
証

に
係

る
技

術
 

「
電

子
科

」
 

電
子

制
御

ロ
ボ

ッ
ト

：
 

個
々

の
技

術
の

統
合

化
技

術
、

マ
ル

チ
・
ス

キ
リ

ン
グ

 

（
以

上
の

３
科

の
具

体
的

な
技

術
移

転
の

内
容

は
V

I-
3
 
技

術
移

転
活

動
実

績
に

記
述

）
 

   

   

指
導

員
自

身
が

担
当

す
る

技
術

に
関

す
る

理
論

的
知

識
と

実
技

の

能
力

、
指

導
能

力
の

向
上

が
重

要
で

あ
る

。
 

 「
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

科
」
 

概
ね

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

に
技

術
移

転
を

実
施

で
き

た
。

一
部

機
材

の
不

調
、

新
規

調
達

機
材

（
マ

側
）
と

仕
様

の
齟

齬
が

あ
っ

た
た

め
、

技

術
移

転
の

内
容

を
変

更
し

た
。

 

「
生

産
科

」
 

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

異
動

（
昇

進
）
と

短
期

の
研

修
派

遣
（
ド

イ
ツ

）
に

よ
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

変
更

す
る

必
要

が
生

じ
た

。
一

部
機

材
の

不
調

、
修

理
遅

延
の

影
響

に
よ

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
変

更
す

る
と

と
も

に
、

技
術

移
転

の
手

法
に

つ
い

て
も

、
直

接
指

導
か

ら
、

テ
ク

ニ
カ

ル
ノ

ー
ト

の
作

成
と

提
出

に
変

更
し

た
部

分
が

あ
る

。
 

「
電

子
科

」
 

短
期

専
門

家
（
3

名
）
に

よ
り

技
術

移
転

活
動

が
行

わ
れ

た
。

ロ
ボ

コ

ン
参

加
と

い
う

実
際

的
な

目
標

を
掲

げ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
動

機
付

け
に

な
っ

た
。

J
M

T
I

チ
ー

ム
（
学

生
と

指
導

員
）
と

し
て

の
活

動
が

必
要

で
あ

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

等
の

課
題

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
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s
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f
 
a
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v
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3 

       -
3
 
教

材
開

発
 

     -
4
 
教

授
方

法
 

   -
5
 
授

業
準

備
方

法
 

  -
6 

コ
ー

ス
管

理
方

法
 
 

  -
7
 
訓

練
評

価
方

法
 

 

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

」
 

第
3

回
第

三
国

研
修

（
T
C

T
P

）
が

実
施

さ
れ

、
短

期
専

門
家

に
よ

る
技

術
指

導
が

行
わ

れ
た

。
 

期
間

：2
0
03

.9
.2

2
～

1
0
.1

7
、

テ
ー

マ
：
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

参
加

者
：
1
2

人
、

9
カ

国
 

短
期

専
門

家
派

遣
期

間
：
2
0
0
3
.1

0
.1

2
～

10
.1

7
 

 

教
材

、
教

科
書

は
参

考
文

献
等

を
活

用
し

て
作

成
で

き
る

。
実

施
結

果
に

基
づ

き
、

教
材

、
教

科
書

を
改

善
で

き
る

。
 

デ
ー

タ
収

集
の

目
的

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
活

用
が

で
き

る
。

 

標
準

化
さ

れ
た

自
作

教
材

の
様

式
（
In

st
ru

c
to

r’
s 

G
u
id

e
）
は

、
電

子
化

の
た

め
に

改
善

さ
れ

、
活

用
さ

れ
て

い
る

。
 

 

機
器

操
作

に
必

要
な

S
O

P
（
S
ta

n
da

rd
 O

pe
ra

ti
o
n
 M

an
u
al

）
、

機
材

管
理

台
帳

、
整

備
記

録
、

関
連

資
料

等
の

情
報

を
収

集
、

開
発

す
る

こ

と
に

よ
り

、
訓

練
を

実
施

で
き

る
。

 

 

配
布

教
材

の
準

備
は

で
き

る
。

実
習

に
使

用
す

る
機

材
、

設
備

、
材

料
を

準
備

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

は
、

蓄
積

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
 

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
シ

ラ
バ

ス
に

従
い

適
切

に
管

理
で

き
る

。
担

当
指

導
員

が
研

修
等

で
不

在
時

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
が

で
き

て
い

る
。

 

 

訓
練

生
の

理
解

度
、

習
得

度
は

、
レ

ポ
ー

ト
提

出
と

テ
ス

ト
（
筆

記
と

実
技

）
に

よ
り

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
追

試
験

、
レ

ポ
ー

ト
再

提
出

等

に
よ

り
、

訓
練

生
の

再
評

価
が

で
き

る
。

 

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

」
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
に

つ
い

て
は

、
20

02
年

1
月

に
C

O
E
 
(C

en
te

r 
o
f 

E
xc

e
lle

nc
e)

 
に

指
定

さ
れ

、
同

年
に

労
働

力
局

に
所

属
す

る
新

任
指

導
員

に
対

す
る

研
修

が
行

わ
れ

た
が

、
2

年
目

と
な

る
今

年
は

行
わ

れ

な
か

っ
た

。
指

導
員

の
異

動
に

よ
り

前
期

は
指

導
員

数
が

過
少

で
あ

っ

た
が

、
後

期
は

補
充

さ
れ

た
。

 

 教
材

作
成

の
電

子
化

が
進

展
し

た
。

 

専
門

家
に

よ
る

技
術

移
転

の
内

容
と

提
供

さ
れ

た
教

材
の

一
部

は
、

教
材

開
発

の
た

め
活

用
さ

れ
て

い
る

。
独

自
の

知
識

、
経

験
に

基
づ

く

教
材

等
の

開
発

は
十

分
と

は
言

え
な

い
が

、
学

習
と

経
験

を
積

む
こ

と

に
よ

り
改

善
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
 

  
担

当
指

導
員

の
転

出
等

に
よ

り
、

機
材

を
活

用
す

る
指

導
法

が
一

時

的
に

継
承

さ
れ

ず
、

訓
練

が
十

分
に

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る
。

 

   
担

当
指

導
員

の
転

出
等

に
よ

り
、

実
習

の
準

備
に

か
か

る
ノ

ウ
ハ

ウ

が
継

承
さ

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。
 

    

訓
練

生
の

理
解

度
、

習
得

度
等

の
評

価
結

果
は

、
訓

練
内

容
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
指

導
法

等
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
て

、
改

善
の

た
め

に
活

か
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
が

、
十

分
と

は
言

え
な

い
。
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r
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s
 
o
f
 
A
c
t
i
v
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5 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

fo
r 

e
ac

h
 O

u
tp

u
t 

（
P

D
M

の
O

u
tp

u
t 

N
o
.4

に
関

す
る

活
動

の
成

果
）
 

N
o.

4;
 組

織
、

職
員

、
予

算
の

観
点

か
ら

、
J
M

T
Iが

良
好

に
運

営
さ

れ
る

。
 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

P
ro

gr
e
ss

 o
f 

A
c
ti
vi

ti
e
s 

R
e
m

ar
ks

 

4
-
1
 

合
同

調
整

委
員

会
を

設
置

し
、

少
な

く
と

も
年

1
回

以
上

、
会

議

を
開

催
す

る
。

 

 4
-
2
 

技
術

諮
問

委
員

会
を

設
置

し
、

少
な

く
と

も
年

2
回

以
上

、
会

議

を
開

催
す

る
。

 

 4
-
3
 

定
期

的
に

管
理

を
モ

ニ
タ

ー

す
る

。
 

 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
期

間
中

に
第

5
回

技
術

諮
問

委
員

会
（
T
A

C
）
を

開

催
し

た
。

（
2
0
0
3

年
1

月
28

日
(火

) 
J
M

T
I）

ま
た

、
第

8
回

合
同

調
整

委
員

会
（
J
C

C
）
を

開
催

し
た

。
（2

0
0
3

年
1
2

月
2
6

日
（
金

）
 

人
的

資
源

省
）
 

第
5

回
T
A

C
に

お
い

て
は

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

協
力

の
目

的
と

専
門

家
の

技
術

移
転

活
動

計
画

を
説

明
し

、
合

意
を

得
た

。
各

訓
練

科
毎

に

開
催

さ
れ

た
S
u
b-

T
A

C
と

と
も

に
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
収

集
の

機
会

と

し
て

活
用

さ
れ

、
J
M

T
Iの

諸
活

動
の

改
善

に
資

す
る

助
言

を
得

た
。

 

第
8

回
J
C

C
は

、
専

門
家

の
技

術
移

転
の

内
容

を
詳

細
に

説
明

し

た
。

併
せ

て
当

初
の

5
年

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

通
算

し
て

6
年

間
の

日
本

政
府

の
投

入
実

績
を

説
明

し
た

。
下

記
の

終
了

時
評

価
の

結
果

が
報

告
さ

れ
た

。
マ

側
は

、
謝

辞
と

と
も

に
、

協
力

の
継

続
を

要
望

し
た

。
 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
協

力
に

係
る

終
了

時
評

価
調

査
が

2
0
0
3

年
12

月

1
5

日
か

ら
19

日
に

か
け

て
行

わ
れ

た
。

評
価

報
告

の
「
C

o
n
c
lu

si
o
n
」

(仮
訳

)は
次

の
通

り
。

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

概
ね

円
滑

に
進

捗
し

、
満

足
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

日

本
人

専
門

家
の

貢
献

と
マ

側
C

/
P

の
努

力
を

確
信

す
る

こ
と

が
で

き

た
。

今
後

増
加

す
る

修
了

生
が

円
滑

に
就

職
で

き
る

た
め

に
は

、
産

業

界
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

訓
練

コ
ー

ス
を

開
発

し
続

け
る

努
力

が
不

可

欠
で

あ
る

。
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

技
術

移
転

と
日

本
に

お
け

る
C

/P

研
修

で
得

た
技

術
的

知
識

と
経

験
を

維
持

し
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

中

心
的

な
C

/
P

は
J
M

T
Iに

留
め

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

開
校

式
は

2
度

の
延

期
（
20

03
年

7
月

4
日

予
定

、
同

年
10

月
11

日
予

定
）
を

経
て

、
2
00

3
年

12
月

22
日

（火
）
に

開
催

さ
れ

た
。

 

マ
レ

ー
シ

ア
側

出
席

者
 

 
 

ア
ブ

ド
ゥ

ラ
 

バ
ダ

ウ
ィ

 
首

相
 

（開
校

宣
言

者
）
、

 
 

 
 

フ
ォ

ン
チ

ャ
ン

オ
ン

 
人

的
資

源
大

臣
 

 
 

コ
ー

ツ
ー

ク
ン

 
ペ

ナ
ン

州
知

事
 

 
 

 

日
本

側
出

席
者

 

 
 

小
西

正
樹

大
使

、
 

樋
田

俊
雄

J
IC

A
事

務
所

長
 

 

 
指

導
員

の
構

成
を

み
る

と
、

40
歳

台
以

上
が

薄
く

、
実

務
経

験
の

豊

富
な

指
導

員
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

実
技

指
導

の
能

力
に

不
安

が
あ

る
。

専
門

家
に

よ
る

技
術

移
転

活
動

に
加

え
て

、
ロ

ボ
コ

ン
参

加
を

支
援

し
た

こ
と

は
、

実
際

的
場

面
を

想
定

し
た

訓
練

と
、

自
ら

取
り

組
む

姿
勢

を
重

視
し

た
か

ら
に

ほ
か

な
ら

な
い

。
従

来
か

ら
の

意
見

で
あ

る
が

、
実

務
経

験
の

あ
る

J
4

グ
レ

イ
ド

の
指

導
員

を
積

極
的

に
配

置
す

る
必

要

が
あ

る
。

 

 
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

修
了

後
の

マ
側

の
計

画
（
協

力
要

望
を

含
む

）
は

次

の
5

項
目

で
あ

る
。

 

(1
) 

J
M

T
I

と
E
H

D
O

（
職

業
能

力
開

発
大

学
校

）
に

よ
る

、
学

生
と

指
導

員
の

交
換

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
現

(2
) 

学
生

の
日

本
へ

の
留

学
機

会
の

確
保

(3
) 

応
用

過
程

の
新

設
(4

) 
関

係
領

域
で

の
個

別
専

門
家

派
遣

(5
) 

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

で
の

国
際

的
評

価
の

獲
得

、
第

三
国

研
修
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技
術

移
転

活
動

実
績

3
 技

術
移

転
活

動
実

績

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
科

 (
池

田
徹

)

訓
練

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

時
期

 (
2
0
0
3
年

)
技

術
移

転
の

内
容

備
考

機
械

要
素

S
h
ar

an
i 
b.

 T
ai

b
1
月

-
2
月

S
c
re

w
 (

S
c
re

w
 P

ro
c
e
ss

in
g 

P
ra

c
ti
c
e
)

 
N

az
ir
 b

. 
E
lia

s
 

B
e
ar

in
g 

(B
e
ar

in
g 

Id
e
n
ti
fi
c
at

io
n
 P

ra
c
ti
c
e
)

F
ak

h
ru

l 
A

zm
an

 b
. 
M

o
h
am

e
d

A
xi

s,
 C

u
pp

lin
g,

 K
e
y,

 P
in

 
G

e
ar

, 
S
pr

in
g,

 C
h
ai

n
, 
B

e
lt
, 
P

ip
in

g,
 S

e
al

in
g

S
al

am
 b

. 
T
aa

zi
m

3
月

-
4
月

M
at

al
 M

at
e
ri
al

 a
n
d 

H
e
at

 T
re

at
m

e
n
t

Z
ai

di
 b

. 
K
as

si
m

N
o
n
e
 M

e
ta

l 
M

at
e
ri
al

s
S
h
am

su
l 
B

as
ri
 b

. 
B

ah
ro

m
m

at
e
ri
al

 T
e
st

in
g

T
e
n
si

l 
T
e
st

, 
H

ar
dn

e
ss

 T
e
st

S
al

am
 b

. 
T
aa

zi
m

4
月

-
5
月

P
re

c
is

io
n
 M

e
as

u
re

m
e
n
t

 
Z
ai

di
 b

. 
K
as

si
m

T
e
m

pe
ra

tu
re

, 
P

re
ss

u
re

, 
F
lo

w
 M

e
as

u
re

m
e
n
t

S
h
am

su
l 
B

as
ri
 b

. 
B

ah
ro

m
S
tr

e
ss

 S
tr

ai
n
 M

e
as

u
re

m
e
n
t

 
機

械
調

整
Y
aa

ko
b 

b.
 S

aa
d

1
1
月

M
ac

h
in

e
 S

tr
u
c
tu

re
 (

B
e
n
c
h
 D

ri
ll 

A
ss

e
m

bl
in

g)
 

H
ab

ib
o
lla

h
 b

. 
M

ah
m

u
d

L
at

h
e
 m

ac
h
in

e
 M

is
sa

lig
n
m

e
n
t 

an
d 

C
h
e
c
k

Z
ak

ar
ia

 b
. 
S
id

e
k

 
S
ah

ad
i 
b.

 M
d.

 A
zi

z
潤

滑
Y
aa

ko
b 

b.
 S

aa
d

6
月

O
u
tl
o
o
k 

o
f 

P
e
tr

o
le

u
m

 
H

ab
ib

o
lla

h
 b

. 
M

ah
m

u
d

L
u
br

ic
at

io
n

Z
ak

ar
ia

 b
. 
S
id

e
k

C
h
ar

ac
te

ri
st

ic
 T

e
st

S
ah

ad
i 
b.

 M
d.

 A
zi

z
 

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
ー

Y
aa

ko
b 

b.
 S

aa
d

7
月

-
8
月

P
n
e
u
m

at
ic

 C
o
m

po
n
e
n
ts

H
ab

ib
o
lla

h
 b

. 
M

ah
m

u
d

P
n
e
u
m

at
ic

 M
ai

n
te

n
an

c
e

Z
ak

ar
ia

 b
. 
S
id

e
k

H
yd

ra
u
lic

 C
o
m

po
n
e
n
ts

S
ah

ad
i 
b.

 M
d.

 A
zi

z
H

yd
ra

u
lic

 M
ai

n
te

n
an

c
e

電
気

制
御

M
.L

az
im

 b
. 
M

at
 L

az
i

9
月

-
1
0
月

F
W

D
-
R

E
V

 C
o
n
tr

o
l 
P

an
e
l 
F
ab

lic
at

io
n

短
期

専
門

家
（
田

中
倫

之
）

R
u
st

am
 b

. 
S
u
la

im
an

S
ta

r-
D

e
lt
a 

C
o
n
tr

o
l 
P

an
e
l 
F
ab

lic
at

io
n

携
行

機
材

F
ak

h
ru

l 
A

zm
an

 b
. 
M

o
h
am

e
d

C
o
n
tr

o
l 
an

d 
T
ro

u
bl

e
 S

h
o
o
ti
n
g

 
品

質
管

理
N

ik
m

at
 b

. 
M

o
h
am

ad
1
2
月

7
 T

o
o
ls

 o
f 

qu
al

it
y 

C
o
n
tr

o
l

S
h
ar

an
i 
b.

 T
ai

b
S
ta

ti
st

ic
s 

T
ra

in
in

g
Y
u
sr

i 
b.

 M
d.

 Y
u
so

f
Q

C
 S

o
ft

w
e
ar

 T
ra

in
in

g

機
械

計
測

材
料

力
学

マ
側

調
達

機
材

仕
様

書
と

の
不

整
合

に
よ

り
、

油
圧

制
御

の
内

容
を

調
整

一
部

機
材

の
不

調
に

よ
り

、
デ

ー
タ

取
得

が
困

難

1
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技
術

移
転

活
動

実
績

 生
産

科
 (
牟

田
浩

樹
)

訓
練

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

時
期

 (
2
0
0
3
年

)
技

術
移

転
の

内
容

備
考

材
料

試
験

R
o
sl

an
 b

. 
M

at
 A

ri
ff

7
月

-
9
月

T
h
e
o
re

ti
c
al

 f
u
n
da

m
e
n
ta

ls
S
h
u
ku

ri
 b

. 
C

h
e
 H

as
sa

n
T
yp

e
s 

o
f 

st
e
e
ls

, 
al

lo
ys

 a
n
d 

c
h
ar

ac
te

ri
ti
c
s

Is
h
am

 b
. 
M

d.
 T

am
im

i
S
ta

ti
c
 a

n
d 

dy
n
am

ic
 t

e
st

 e
xp

e
ri
m

e
n
t

-
 V

ic
ke

rs
, 
M

ic
ro

-
vi

c
ke

rs
, 
B

ri
n
e
ll,

 I
n
sp

e
c
ti
o
n
 e

tc
.

-
 T

e
st

 s
pe

c
im

e
n
s,

 I
n
du

st
ri
al

 s
ta

n
da

rd
 e

tc
.

熱
処

理
R

o
sl

an
 b

. 
m

at
 A

ri
ff

9
月

T
h
e
o
re

ti
c
al

 f
u
n
da

m
e
n
ta

ls
短

期
専

門
家

（
岡

田
　

渉
）

S
h
u
ku

ri
 b

. 
C

h
e
 H

as
sa

n
T
yp

e
s 

o
f 

st
e
e
ls

, 
al

lo
ys

 a
n
d 

in
du

st
ri
al

 s
ta

n
da

rd
携

行
機

材
Is

h
am

 b
. 
M

d.
 T

am
im

i
H

o
w

 t
o
 u

se
 e

qu
ili

br
iu

m
 d

ia
gr

am
H

e
at

 t
re

at
m

e
n
t 

e
xp

e
ri
m

e
n
t

-
 H

ar
dn

in
g,

 A
n
n
e
al

in
g,

 N
o
rm

al
iz

in
g,

 T
e
m

pe
ri
n
g 

w
it
h
 t

e
st

 s
pe

c
im

en
s

In
sp

e
c
ti
o
n
 o

f 
m

ic
ro

 s
tr

u
c
tu

re
, 
h
ar

dn
e
ss

, 
c
as

e
 d

e
pt

h
, 
e
tc

.
C

o
n
c
lu

de
 t

h
e
 r

e
su

lt
 a

n
d 

re
po

rt

R
o
sl

an
 b

. 
m

at
 A

ri
ff

1
0
月

-
1
2
月

T
h
e
o
re

ti
c
al

 f
u
n
da

m
e
n
ta

ls
テ

ク
ニ

カ
ル

ノ
ー

ト
作

成
S
h
u
ku

ri
 b

. 
C

h
e
 H

as
sa

n
P

ro
ba

bi
lit

y 
an

d 
di

st
ri
bu

ti
o
n
s

M
o
h
d.

 R
af

fi
 b

. 
A

bd
. 
R

ah
m

an
-
 U

n
if
o
rm

, 
n
o
rm

al
, 
st

an
da

rd
iz

e
d,

 c
h
i-

sq
u
ar

e
d,

 t
, 
F
 f
re

qu
e
n
c
y 

e
tc

.
C

o
n
tr

o
l 
c
h
ar

ts
 a

n
d 

di
ag

ra
m

s
C

o
n
c
lu

de
 t

h
e
 r

e
su

lt
 a

n
d 

re
po

rt

F
M

S
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
A

zm
ir
 b

. 
M

o
h
d 

Y
u
n
u
s

3
月

-
4
月

、
T
h
e
o
re

ti
c
al

 f
u
n
da

m
e
n
ta

ls
S
am

su
ri
 b

. 
A

ri
f

1
0
月

-
1
1
月

D
e
si

gn
 a

n
d 

de
ve

lo
pi

n
g 

c
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 p

ro
gr

am
s

N
o
o
rd

in
 b

. 
A

bd
u
lla

h
P

ro
gr

am
m

in
g 

an
d 

te
st

in
g

H
am

id
o
n
 b

. 
N

ga
h

Z
ai

n
o
l 
b.

 A
bd

. 
R

az
ak

Z
ai

di
 b

. 
M

at
 T

an

S
am

su
ri
 b

. 
A

ri
f

A
pr

. 
-
 M

ay
 

H
o
w

 t
o
 m

an
ag

e
 p

ro
du

c
t 

da
ta

ba
se

T
e
c
h
n
ic

al
 f

u
n
da

m
e
n
ta

ls
 f

o
r 

da
ta

ba
se

D
e
si

gn
 a

n
d 

de
ve

lo
pi

n
g 

da
ta

ba
se

P
ro

gr
am

m
in

g 
an

d 
te

st
in

g
H

o
w

 t
o
 m

an
ag

e
 t

h
e
 o

th
e
r 

fo
rm

at
 d

at
a

一
部

機
材

の
不

調
に

よ
り

、
ス

ク
ジ

ュ
ー

ル
の

調
整

統
計

解
析

、
デ

ー
タ

処
理 F
M

S
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
（デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）

予
定

し
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
異

動
及

び
研

修
派

遣
に

よ
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

調
整

予
定

し
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
異

動
及

び
研

修
派

遣
に

よ
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

調
整

2
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技
術

移
転

活
動

実
績

 電
子

科
 (
短

期
専

門
家

)

訓
練

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

時
期

 (
2
0
0
3
年

)
技

術
移

転
の

内
容

備
考

Z
am

zu
ri
 b

. 
H

as
sa

n
3
月

-
4
月

Z
8
0
 M

ic
o
n
 s

ys
te

m
 a

n
d 

In
te

rf
ac

e
S
h
ah

ru
di

n
 b

. 
o
th

m
an

 
Z
8
0
M

P
U

 A
c
tu

at
o
r 

C
o
n
tr

o
l

A
zh

ar
i 
b.

 i
sm

ai
l

Z
8
0
M

P
U
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1. 提案した技術基準 （訓練コース、シラバスの改善）

　次の技術分野で専門家による技術移転の活動が行われた。
　　機械保全 ：長期専門家(池田）
　　熱処理、材料試験、FMS保守 ：長期専門家(牟田）
　　電子制御ロボット ：短期専門家(3名)

　下記は、シラバスの改訂はなされていないが、実際上既に改善されている訓練コースの事例である。

科目名 単位 改善の内容(事例)
(メカトロニクス科)
メカニズム 1 機械要素で実施した歯車サンプルの判別学習

メカトロニクスII(実習) 2 機械測定で実施した歪みゲージによる応力測定

油圧システム(実習) 2 潤滑技術で実施した潤滑油の性状試験学習

(生産科)
機械工学実験 2

品質管理 1

自動化生産システム(実習) 6 生産ﾃﾞｰﾀの管理技術と構築手法の改善

(電子科)
卒業研究 10 ロボット製作（ﾀﾞﾝｼﾝｸﾞ、ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ、ﾗｲﾝﾄﾚｲｽ）

PLC(実習) 2 DCﾓｰﾀｰ制御

マイコン工学I 2 Z80MPUｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝによるDCﾓｰﾀｰ速度制御

マイコン工学II 2

　次ページにシラバス改訂案を添付する。

  NVTC: National Vocational Training Council（職業訓練審議会）
　NOSS: National Occupational Skill Standard（職業技能標準）

VII.　プロジェクトの成果

熱処理条件の正確な設定と確認、硬度測定の際の
ｴｯﾁﾝｸﾞ作業の安全
統計処理、ﾃﾞｰﾀ解析に関し、計測値の正確な処理と
解析

　技術移転で活用した機材、専門家が作成した訓練用教材等は、カウンターパートが担当する訓練
コースで活用されている。

第3

第2

第5

　技術専門家は、新たな訓練コースの提案を含む、シラバスの改訂案を作成した。シラバス改訂案は、
NVTCの承認に向けて、今後JMTIにおいて検討され、NOSSとの照合等の必要な作業が行われる見込
である。

第2

第4

セメスター

PICﾏｲｸﾛ制御ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(RS232Cの活用)、ﾗｲﾝﾄﾚｲｽ
用最適ｾﾝｻｰの判別

第5

第6

第4

第3

第4
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2．入校者数と修了者数、Job Fair 
（2003 年 12 月現在） 

修了者数（人） 入校年月 学科別 入校者数

（人） 計 

（修了率） 

うち就職者 

（就職率） 

うち進学者 

1998 年 7 月  58 36 (62%) 26 (96%) 9 

 電子科 29 21 (72%) 15 (94%) 5

 情報科 29 15 (52%) 11 (100%) 4

1999 年 1 月  31 28 (90%) 27 (100%) 1 

 電子科 17 17 (100%) 16 (100%) 1

 情報科 14 11 (79%) 11 (100%) 0

1999 年 7 月  64 56 (88%) 53 (100%) 3 

 電子科 14 14 (100%) 14 (100%) 0

 情報科 24 20 (83%) 18 (100%) 2

 メカトロニクス科 12 10 (83%) 9 (100%) 1

 生産科 14 12 (85%) 12 (100%) 0

2000 年 7 月  131 119 (91%) 57 (49%)   3 

 電子科 41 37 (90%) 15 (44%) 3

 情報科 47    44 (94%) 10 (23%) 0

 メカトロニクス科 21 17 (81%) 14 (82%) 0

 生産科 22 21 (95%) 18 (86%) 0

2001 年 7 月  142 0   

 電子科 29    

 情報科 48    

 メカトロニクス科 33    

 生産科 32    

2002 年 7 月  196 0   

 電子科 47    

 情報科 49    

 メカトロニクス科 50    

 生産科 50    

2003 年 7 月  196  0   

 電子科 49    

 情報科 50    

 メカトロニクス科 50    

 生産科 47    

合計  818 239 (84%) 163 (73%) 16 

（注）(1) 修了率＝修了者数/入校者数、 就職率＝就職者/（修了者数―進学者） 
(2)入校年月と修了年月の関係は次の通り。 

入校年月 修了年月 備考 
1998 年 7 月 2001 年 6 月  

1999 年 1 月 2000 年 12 月 2 年次編入生 

1999 年 7 月 2002 年 6 月  

2000 年 7 月 2003 年 6 月  

(3) マレーシアにおいては、日本のような定期一括採用慣行がなく、欠員等従業員採用のニーズが生
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じた場合に随時募集を行っている。従って、訓練修了後直ちに雇用される訓練生は少数であり、修了

後、約一年かけて順次就職していくのが実情である。 

(4) 修了生 239 名から進学者 16 名を差し引いた 223 名に対する就職者 163 名の就職率は 73%であ

り、今後 2003 年 6 月修了生の就職が増加することにより、就職率は 80%を上回ることが見込まれる。

2000 年 7 月までの入校数 284 名に対する修了生 239 名の修了率は 84%であり、約 15%が中途退学若

しくは留年している。中途退学の理由は、大学への進学、成績不良、病気、その他に、少数であるが

素行不良による退学命令がある。 

 

＜主な就職先＞ 

(1) 2003 年 6 月以前の修了生 

就職先企業の例 

日系企業  

コンピュータ科 Matsushita Electric, River Electronics 

電子科 Elna PCB, Koadenko, Mitsubishi Electric, Miyaotoki 

生産科 Aida Manufacturing, Shin-Etsu Electronics 

  

ローカル企業  

コンピュータ科 Anjung Mimos, Johor Port, Comppower, Public Finance Bank 

電子科 Osram Auto Semiconductor, Silitec Corporation, Proton Service, ASTRO 

生産科 Shenton Engineering & Machinary, NIKE 

メカトロニクス科 ESSO, Natinal Semiconductor, Notion Venture 

(2) 2003 年 7 月の修了生 

 上述のように、修了後直ちに就職する者は多くはない。修了後就職活動を始め、およそ 1 年後に高

い就職率を得るのが実情である。下記は、2003 年 5 月に開催した Job Fair（就職面接会）を通じて、修

了後直ちに就職した就職先企業の例である。 

就職先企業の例 

電子科 Renesas Semiconductor, Sony Electronics 

生産科 DENSO, NTA Machining 

メカトロニクス科 DENSO, Renesas Semiconductor, Greatec 

 

 

＜修了生の特徴＞ 

 JMTI は、高卒 3 年制で、日本の職業訓練短大に類似している。マレーシアの工業発展に必要な人

材である高度技能者の養成を目的としており、アシスタントエンジニアとしての就職が期待されている。

歴史が浅いことから、現在までの修了生については、施設、設備が完全には整わない状況の中で訓

練を施された者が多い。就職時賃金については、多くはRM1,000からRM1,500の間であるが、それ以

上の者、また、それ以下の者もいる。今後、修了生を輩出し、企業に採用される者が累積するにつれ

て、JMTI 修了生の評価が定まるものと期待される。 

 訓練方針については次のような特徴がある。 

（１） 座学優位と言われる当国において、理論と実践的技能を兼ね備えた人材の養成を目的としてい

る。 

（２） 3 年次後半には、事業所の協力を得て行う事業所実習（10 週間）と卒業製作がある。 

（３） 日本語の基礎学習が必須となっている。 

 取得可能資格は、人的資源省ディプロマで、技能検定レベル４に認定され、人事院技能者資格に

認証されている。 

各訓練コースは、下記の技能を有する人材を養成している。マレ-シア全国から集まっており、その

40



3 

多くが学生寮に寄宿している。 

「電子工学科」 

CAD を活用した電子回路の設計、Programmable Logic IC を活用したシステム設計、マイクロコンピ

ュータを応用したシステム設計、電子回路計測とデータ分析、ネットワークを利用した計測・制御シス

テムの開発、生産ラインの制御とメンテナンスのための種々の PLC とセンサーの活用 

「コンピュータ工学科」 

Windows 環境下のアプリケーションソフトウエアの開発、パソコンの機能と構造の理解、メンテナンス、

ネットワークシステムの構築、データベースシステムの開発と構築、デジタルコンピュータグラフィックの

製作、グラフィックデータシステムの構築 

「生産工学科」 

CNC 工作機械及び周辺機器のプログラム設計・操作・保守、旋盤・フライス盤・研削盤を活用した精

密加工、3D CAD/CAM/CAE/CAT システムを活用した設計・分析・加工、現場における生産管理、

生産ラインの設計と運転（FMS の活用） 

「メカトロニクス工学科」 

自動機械の導入・測定・分析、機械・機械加工・機械制御の基礎技能、空圧・油圧・サーボシステム

の設計と活用、設備保全システムの設計と活用、メンテナンスと生産ラインの改善 

 

 

＜Job Fair（就職面接会）＞ 

昨年に引続き第 2 回 Job Fare（2003 年 5 月 28 日）が開催され、昨年を上回る 16 社（日系企業 10

社）が参加し、企業等の PR と、JMTI 修了予定者の予備面接が行われた。うち、1 社（DENSO）は

ペナン地域以外の KL からの参加であった。 
(1) 目的 

JMTI の 3 年生約 100 人が 2003 年 6 月末に卒業予定であり、彼らの就職の機会を確保する

とともに、日系企業を含む地域企業の期待に応えることのできる JMTI でありたいとの願いを

込めて企画された。企業と学生の出会いの場所としての活用が期待された。 

 

(2) 参加企業 （16 社） 
1 DENSO 
2 ELNA PCB 
3 Max Fasteners 
4 NTA Machining 
5 Oriental Shimomura Drawing 
6 Pen Sanko Precision 
7 Renesas Semiconductor 
8 Sharp-Roxy Corporation 
9 Sony Electronics 
10 Yan Jin 
11 Greateck 
12 KITA Packaging 
13 K-Tool Engineering 
14 LT Precision Technology 
15 Mervellous Gateway 
16 ZF Stering 

1～10：日系企業 
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(3) 参加学生 
当初、企業参加数を多めに見積もっていたことがあって、学生の確保にも力をいれた。JMTI

単独では 3 年生 100 人であるが、昨年の経験から、直ちにペナンで就職可能な者は半数（50
人）と予想した。少なくとも 200 人の確保を目標とし、ADTEC Mahan（100 人）、ILP Ipoh 
(40 人)、ILP Kangar （40 人）の参加を得た。その他、マ側は大学卒業予定者と一般失業者

等にも参加を勧奨することとし、ポスターとラジオで周知した。かなりの参加があった。 
 
(4) 専門家チームによる協力 
 4 月の三水会会合、5 月の JACTIM ペナン部会に出席し参加を呼びかけるとともに、JMTI
が用意した案内状に、和文サイドレターを同封した。また、三水会事務局（Sony Electronics）
の協力を得て、E メールによる参加勧奨を行った。 

その結果 Renesas-Semiconductor (Ex-Hitachi)、Sony-Electronics、DENSO、NTA Machining 等に

よる採用が早期に実現した。 
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Department No. Title Volume Remarks

Mechatronics 1 Manual Robot for ABU Robot Contest Practical material For Robocon

2 Machine Components 80p

3 Material and Strength of Material 26p

4 Mechanical Measurement 64p

5 Lubrication Engineering 29p

6 Actuators and Maintenance 72p

7 Machine Alignment 22p

Manufacturing 1 Driving Unit for ABU Robot Contest Practical material For Robocon

2
Statistical Analysis and Data Processing
Technical note

120p

Electronics 1
Automatic Robot for ABU Robot Contest (by
Mr. Hara, Short-term Expert)

Practical material For Robocon

3.開発訓練教材
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4． 他の援助機関等との関連 

 

（1） 職業能力開発総合大学校と大分大学 

- 職業能力開発大学校 

同校の研究課程（修士課程に相当）工学研究科に、JMTI 指導員が留学している。 

2001 年 4 月入学：2 名、制御工学、接合工学 

2003 年 4 月入学：1 名、電子工学 

- 大分大学 

JICA の支援により、大分大学の修士課程に、JMTI 指導員が留学している。 

2001 年 4 月研究課程入学：1 名、情報工学 

2002 年 4 月研究課程入学：1 名、電子工学 

 JMTI は、高度技能者を養成する職業訓練センターであり、当施設を修了すると産業工学ディ

プロマ（準工学士相当）の称号が付与されるが、現状は、訓練を担当する指導員はほとんど全員

が大卒（学士）以下である。産業界のニーズに即応した高度で効果的な訓練を実施でき、かつ、

ディプロマを授与する施設として相応しくあるためには、修士以上の学位を取得した指導員があ

る程度必要である。これは、わが国の短期大学設置基準や高等専門学校設置基準にも合致し

ている。JMTI の発展に寄与する人材となることが期待されている。 

 上記のうち、職業能力開発大学校（研究課程）2001 年 4 月入学の 2 名は、2003 年 4 月に JMTI

に復帰したが、その後人事異動により他の施設に所長として異動した。 

Mr. Zulkefli b. Abd. Maman (35 歳) メカトロニクス科課長、職業能力開発大学校（研究課程）か

ら復帰後 JMTI 学生課長、2003 年 8 月に ITI-Pedas 転出（所長） 

Mr. Abd. Halim b. Ali Mohamed (35 歳) 生産科、職業能力開発大学校（研究課程）から復帰後

JMTI の ECS 担当課長、2003 年 8 月に ITI-Labuan 転出（所長） 

 

（2） マレーシア日本人商工会議所（JACTIM） 

 企業との連携の重要性に鑑み、ペナンの日系企業の会合に出席して協力を求めている。また、

技術諮問委員会のミニッツに基づき、オブザーバー委員として JACTIM から出席を得ている。企

業ニーズに対応する訓練内容、事業所実習のあり方、採用を可能にする方策等に関し、意見を

交換し、助言を得ている。 

 2003 年 5 月 28 日の Job Fair（就職面接会）は、JMTI 修了生の就職先の確保、企業の人材確

保への貢献を目的に実施された。JACTIM と三水会の協力を得て、昨年を上回る参加と JMTI 修

了生の採用を実現した。 

 

（3） JMTI 以外の訓練施設との連携、協力 

 JMTI が労働力局の他の訓練施設から指導員を受け入れて訓練を行う一方で、他の訓練施設

への JMTI 指導員の派遣研修が行われている。これは、JMTI 指導員の訓練能力の向上を目的

に、日本人専門家による技術移転に加えて実施されている。派遣先は、労働力局の CIAST（日

本の協力により設立）が最も多いが、ADTEC でも実施されている。他に、国外では英国、ドイツ

の大学、国内ではドイツ・マレーシア学院（GMI: German-Malaysia Institute）がある。日本の訓練

施設と比較しても、JMTI 指導員の国内外での留学、研修機会は多い。
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VIII. 総 括 

１．終了時評価（フォローアップ）の要約 

フォローアップに係る終了時評価は、終了 1 ヶ月前の 2003 年 12 月 15 日から 12 月 19 日にかけて

実施された。 PDM (Project Design Matrix) に基づいて、必要な調査が行われ、プロジェクトの達成

度の評価といわゆる５項目評価が行われた。 評価結果の概要は下記の通りである。 

Project Purpose（プロジェクト目標） 

 JMTI によれば、メカトロニクス、生産及び電子の３科について、COE (Center of Excellence) になる

ための要件はほぼ満たされており、1 年以内に COE としての指定が見込まれる。 また、指導員の技

能レベルは確実に向上した。 

Relevance (計画の妥当性) 

 第 8 次マレーシアプラン等において、産業界が必要とする人材育成に高い優先度が与えられている。

人的資源省は JMTI を中核的な職業訓練施設と位置付けている。産業界との連携は緊密である。 

 日本の経済・技術協力政策においても、産業技術分野での人材育成を重視しており、計画は妥当

である。 

Effectiveness（有効性） 

 PDM のプロジェクト目標はほぼ達成された。フォローアップの対象の３科は 1 年以内に COE として

指定される見込である。ロボコン初参加で得た成績を見ても、指導員の技能レベルは向上している。 

 (i) C/P の予期せぬ異動、(ii) 予定していた機材の故障、(iii) 調達機材の仕様について計画と実

際間の齟齬に起因し、活動のスケジュールは変更されたが、専門家による技術移転は結果として十

分なものであったと言える。 

 修了生を採用した企業によれば、修了生に対する評価とカリキュラムに対する評価は概ね良好で

ある。  

 専門家は、訓練コースの改善のため、６科目についてシラバスの改訂案を作成した。 

Efficiency （効率性） 

 専門家と C/P の投入については、C/P の予期せぬ異動はあったが、技術移転活動のスケジュール

と内容の一部変更を行ったこともあり、タイミング、量的及び質的に概ね効率的であったと言える。 

 フォローアップのための JICA 調達機材は、質的に適切であった。 マレーシア側調達機材は、一部

機材の故障、計画と実際の間に仕様の齟齬があったが、量的に十分であった。 

 TAC と Sub-TAC からは技術的な助言を得ることができ、また、モニタリングを行う JCC が行われ

た。 

 ECS (Engineering Consultancy Service：技術相談部門) は企業と緊密に連携をとり、34 の短期訓

練コースを従業員に提供している。 

 修了生の就職を促進するため、Job Fair （就職面接会）が行われた。 

Impact（インパクト） 

 高度技能者の需要を満たすという上位目標の観点からは、2003 年 12 月現在の就職数の累積は

163 人に過ぎないが、今後増加する。 

 ロボコン初参加で、強豪の中でそれなりの成績を得たことは、JMTI の評価を高めることになるであ

ろう。また、全４科が協力し製作したことにより、JMTI としての一体感が醸成された。 
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Job Fair 等の活動を通じた努力により、ペナン地域の産業界から一定の評価を得た。 

JMTI は他の訓練施設に対して、指導員訓練を提供している。 

ディプロマは、技能検定レベル 4 としての認証（NVTC）と技能者資格としての認証（人事院）を得て

いる。 

負のインパクトは見受けられない。 

Sustainability（自立発展性） 

(i) 制度的側面 

 ＪＭＴＩは良好に組織されており、プロジェクトの自立的発展を期待することができる。人的資源省は

JMTI を先導的な職業訓練施設と位置付けており、マレーシア政府の支援を期待することができる。 

(ii) 財政的側面 

 財政的には、2 年度単位の運営予算と 5 ヵ年計画に基づく開発予算（施設、機材）により、自立的発

展を期待できる。 

 ＪＭＴＩは社会的貢献という使命との両立を図らなければならないが、将来的には、財政基盤を強化

するために自前収入を得る仕組みの強化が検討されるであろう。 

(iii) 技術的側面 

 技術移転は十分に行われた。専門家は C/P を概して高く評価している。しかしながら、技術革新の

速さと産業界のニーズに取り残されない努力が不可欠である。（以上） 

 

２．フォローアッププロジェクトの総括 

（１） フォローアップの計画 

5 年プロジェクトの終了時評価（2002 年 7 月）の際にマ側から協力延長の要請がなされ、その

後の検討を経て、日本側は専門家の数を縮小し、期間も 1 年間という限られた内容でフォローア

ップに合意した。フォローアップの理由は、マ側調達機材の遅れに起因する技術移転の遅れが

発端であるが、加えて、技術革新による新たな産業界の訓練ニーズに応えるというものである。 

メカトロニクスと生産技術を担当する専門家による技術移転計画（テーマと活動スケジュール）

は、早期に確定されて、1 年間でこれを完了させるという明確なものであった。 

また、チーフアドバイザーは、プロジェクトの管理、対外関係、電子科の短期専門家の調整、

ホームページ更新のほか、業務調整員を兼務した。 

（２） メカトロニクスと生産技術 

技術移転の計画（テーマと活動スケジュール）は明確であったが、これを実行する段階で幾つ

かの障害があった。 

― C/P の予期せぬ異動 

M/M（2002 年 11 月）署名時点で、JICA 事務所の応援を得ながら、マ側に対して次のことを従来に

もまして強く申し入れた。すなわち、大きな組織である以上、人事異動は受け入れなければならない

が、JMTI の発展の鍵となる中心的 C/P の異動は極力避けるべきことである。 実際は、特に生産科

において、技術移転の中心的 C/P の異動が多くあり、専門家は計画の変更を余儀なくされた。CP の

変更とスケジュールの変更で対処することはできたが、全体計画の中での論理的な順序の変更に及

ぶものとなり、現実的な難しさを伴うものであった。 

― 予定していた機材の故障 
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 材料試験に関する技術移転の過程で、標本を測定する機材の修理が遅延したことにより、スケジュ

ールを変更する必要が生じた。機材修理の迅速性という面で、なお改善の必要がある。 

― 調達機材の仕様について計画と実際間の齟齬 

 マ側に依頼して調達した機材であるが、発注側と受注者の間で齟齬が生じた。油圧制御の一部の

要素技術について、移転内容を変更して対処した。専門家、C/P、受注者間での話合いに時間を浪

費することとなった。 

以上の問題に遭遇しながら、専門家が現実的な解決方法を探し、対処した結果、技術移転を完了

することができた。 

（３） チーフアドバイザー 

職業訓練施設の最も重要で、しかも難しいことは、修了生の就職の実現であると考えている。日本

では就職のための訓練、そのための指導員と予算という考えが徹底している。そのために、企業の

ニーズを把握し、これに応える職業訓練を行う必要があるが、これに加えて、直接的な営業活動が重

要である。チーフアドバイザーは主に修了生の就職促進に係る活動を行った。企業に対する営業活

動の観点からは Job Fair（就職面接会）に、また、企業からの技術的評価の獲得の観点からは ABU

ロボコン初参加に重点的に取り組んだ。ロボコンの取組みは、指導員と学生双方の物作りに対する

動機付けを高める効果を意図したものでもある。 

① 修了生の就職 (Job Fair) 

地域の企業のうち、日系企業に対するJMTIのPR活動を担当した。企業協議会への出席と文書に

より、Job Fair への参加を勧奨した。JACTIM ペナン部会、三水会の協力があり、昨年を上回る企業

の参加を得ることができた。また、Job Fair を通じて実現できた採用就職も増加した。課題は、毎年、

これを継続して実施することである。 

② ロボコン初参加 

JMTI の訓練生と指導員とを問わず、小職が繰り返し訴えている３つの基本方針、(1)理論に偏らず

技能をもってアピールする（Employability）、(2)課題探索から問題解決の努力（チャレンジ精神）、(3)

整理整頓から正常な運転、運営の確保まで（メンテナンス精神）をより分かりやすいものとする意味も

あり、2002 年来ロボットコンテストへの挑戦を働きかけてきた。「ものづくり」が好きで、失敗を恐れず、

試行錯誤のできる JMTI の訓練生であって欲しいと思う。ポリテクニック、大学に遅れをとらない JMTI

であって欲しいという願いがある。 

チーフアドバイザーは模擬走行フィールドを造り、短期専門家はほとんど共同制作とも言えるほど

に、惜しみない協力活動を行った。5 月の ABU ロボコンでは初参加としては好成績を得た。JMTI チー

ムは初参加を通じて自信を得ることができたが、同時に、リーダーシップ、スケジュール管理、詰めの

重要性が課題として認識できた。 

③ 企業への働きかけ（ECS 専門家との連携） 

ECS 部門と ECS 派遣専門家は、主に在職者対象の短期訓練コースの開発とその受講生確保を目

的に企業に出向いている。 チーフアドバイザーは高卒 3 年制のディプロマ訓練コース修了生の就職

を促進する観点から、主に日系企業を対象に働きかけを行ってきたが、ECS 専門家と情報を交換し

つつ、協力して営業活動を行ってきた。 

Job Fair に加えて、2003 年半ばにペナン日本人会がホームページを立ち上げた際、JMTI とのリン

クを自発的に設けてくれたことは、日頃の営業活動の成果であると思っている。 
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（４） 今後の JMTI に望むこと 

① 効果、効率ということ 

職業訓練施設の使命が産業界のニーズに応えることであるからには、指導員自身が産業界の価

値を尊重しなければならない。企業では、効果と効率が重んじられている。また、効果は効率よりも優

先されるべきである。効率を優先すると手を抜くことになりかねないが、時間を費やすほどに効果は

生まれる。決して、自らを過信することなく、挑戦し続ける姿勢が重要である。 

② 実技の尊重 

座学からは実技の技能は生まれない。実技を怠ってはならない。修了生の競争力は実技の能力

に依存する。JMTI の指導員は 20 歳台と 30 歳台に集中しており、実技経験が不十分である。JMTI

の指導員が、国内他施設或いは国外留学により研修を受ける機会は日本と比較しても多い。しかし、

派遣研修受講後にその成果が活かされておらず、個人の名目上のキャリアアップのための指導員研

修のように見受けられる。指導員研修の成果を、JMTI の訓練に直ちに反映させることを義務付ける

べきである。 

また、若くして ITI の所長に転出し、マネジメントを経験してからは、再び指導員としての職務に戻ら

ない場合が多い。マネジメントから再び指導員として復帰する人事の仕組みが必要である。 

③ 企業との連携 

指導員に対する他施設への派遣研修は重要であるが、施設内の訓練では不十分である。企業へ

の派遣訓練が必要である。企業の動向にはアンテナを高く張り、企業のニーズを知り、ニーズに応え

る指導員を育てる必要がある。指導員自らが技術革新に関心を持ち続けることのほか、日頃から企

業にサービス（修了生の紹介、短期訓練、訓練機材の活用貸与等）を提供することにより、逆に指導

員訓練の場と機会を企業内に提供してもらうという仕組みが望まれる。 

④ JMTI の発展 

 JMTI が中核的な職業訓練施設であり続けることを願う。そのためには、競争に勝つことはできなく

ても負けて欲しくない。今ようやく JMTI が少し有名になりかけている。ここで鞭を緩めないで欲しい。

チャレンジの象徴としてロボコンに参加し続けて欲しい。営業活動の象徴として Job Fair を続けて欲し

い。 

6 年間の技術協力の途中で巣立ってしまった元 C/P 達が、他の施設で様々な経験を積んだ後で、

再び JMTI に復帰して、JMTI のために働いて欲しい。 

 日本人専門家は全員が引き上げるが、JMTIが自力で発展できるという判断（評価調査）があっての

ことであり、JMTI が自信をもって前進することを願っている。 

 

３．JMTI に対する今後の協力のあり方について 

5 年プロジェクトの完了報告でも述べたことであるが、JMTI には次のような特徴がある。 

- Japan の国名を関した施設であること 

- 施 設 規 模 が 極 め て 大 き い こ と 。 そ の 建 設 費 は 全 額 マ 側 が 負 担 し て い る こ と

（RM.53,230,000＝約 1,650 百万円） 

- 訓練用機材は、マ側が結果的に約 4 分の 3 を負担していること（マ側が RM.53,056,000

＝約 1,645 百万円、日本側が 523 百万円） 
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- 職員数は 100 人を超え、技術分野の各専門家のカウンターパートが約 20 人と多いこと 

- ハイテク技術に対応できる高度技能者を養成するため、3 年間の訓練を施す施設であ

ること。また、日本的労働倫理の醸成ということが期待されていること。基礎レベルの日

本語の学習が含まれていること。 

 チーフアドバイザーにとって、施設（土地、建物）と機材の多くをマ側が負担していることに加え

て、J の冠まで JMTI の先頭についていることは、負担であった。日本側はハード面での貢献は

限られており、ソフト面（訓練の質）の貢献で期待に応える必要があった。特に、プロジェクトが終

了しようとしている今この時においては、J の冠が重くのしかかっている。 

 JMTI の J ということについて、着任直前から 3 年間の勤務を通じて考え続けてきた。5 年プロジ

ェクトの完了報告では、指導員の声、すなわち「日本人のいない JMTI をどうして対外的に説明で

きるのか。」と書いて、問題を提起したつもりである。 その後、1 年間のフォローアップ協力が行

われ、プロジェクト専門家 3 人が 2004 年 1 月に、ECS 個別専門家 1 人が 2004 年 2 月に JMTI

を離れることになり、日本人がいない JMTI になろうとしている。 

 JMTI がマ側の施設である以上、将来、不都合が生じることがあれば、JMTI から J の冠が消え

ることがあっても仕方がないことと思う。2003 年 12 月 22 日の開校式において、首相の署名入り

プレートの他に、日本国大使の署名入りプレートが作られたことは、日本の協力の事実を明示的

に PR できるものとして重要である。あとは、JICA ラベルの張られた機材と将来マ国内に散在す

る C/P 研修訪日者が多数いることであるが、機材は老朽化、陳腐化するものであるし、JMTI で

育った指導員は J の看板を背負って歩いてはいない。 

 J の冠にこだわるとすれば、次の 2 点について検討する必要があろう。 

(1) JMTI の大学校化 

 これは、技術レベルの観点での検討である。現在、労働力局は JMTI を含む ADTEC グループ

について、現在の高卒 3 年制（ディプロマ）修了者を対象に 2 年の応用過程を上乗せして、いわ

ゆる大学校化を進めようとしている。修了資格は Advanced Diploma として始め、いずれ教育省

の了解を取り付けて Degree の呼称を得る計画である。これは、日本の職業能力開発施設が辿

った道筋であって、これが参考になっている。 

 Advanced Diploma がマッピングすることになる NOSS（職業訓練標準）の Level 5 は既に用意で

きているとのことであり、労働力局の指導の下でJMTIにおいても訓練コース開発を目的とした研

究会が発足し、カリキュラム、シラバスの開発に着手されている。開講の目標は 2004 年 7 月、遅

れても 2005 年というのが労働力局の見解である。 

 労働力局は日本側に対し協力の継続を要望しており、協力要望の内容はマ側の弱みであると

ころの①指導員が若く、経験が乏しいこと、②特に実技面での訓練技法の習得ができていないこ

とであり、これらを補って欲しいというものである。マ側としては、計画立案、カリキュラム、シラバ

ス作成に関しては問題がないということである。 

 以上が小職の理解しているマ側の要望内容である。この要望を検討する際には次の点を考慮

する必要があると考える。 

① 日本側の専門家のリクルート 

 派遣される専門家のレベルと派遣されることの可否に関する本人の意思の問題である。専門
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家の人数にもよるが、リクルートは容易ではないと予想される。 

② JMTI 指導員のレベル 

 まさに今、ディプロマ訓練コースを確立するための、プロジェクト協力が完了しようとしていると

ころである。また、指導員の年齢は 20 歳台、30 歳台がほとんどであり、大学校と呼ばれるに相

応しい実技経験の豊富な指導員が極めて少ない。更に、特に期待をしていた C/P の中には、30

歳前半という若さで ITI（１年制訓練校）の所長となって転出してしまった者がかなりいる。彼等が、

他の施設で経験を積み、再び JMTI に復帰することを期待しているが、そのときにはマネジャーと

してよりも、指導員として期待したいところである。いずれは、ITI所長から、JMTIの副所長ではな

く、学科長として戻る人事の道筋ができるだろうとのマ側幹部の予想を耳にしたことがある。 

③ 産業界のニーズ 

 エンジニア、アシスタントエンジニア、テクニシャンという企業の職位の中で、JMTI（ディプロマコ

ース）の PDM 上の上位目標はテクノロジストの育成であるが、これをアシスタントエンジニアに対

応させて企業に働きかけてきた。実際の就職は、アシスタントエンジニアとテクニシャンが半々で

ある。 

有名企業、大企業はエンジニア、アシスタントエンジニアとして大卒を採用し、不足している様

子はない。一方、人材が不足しているのは、中小企業（裾野のサポート企業）であって、アシスタ

ントエンジニアに対するニーズがあるが、それでも JMTI 修了生の求職条件と企業の求人条件が

折り合わず、就職にいたらないケースが多々ある。Job Fair で採用就職ができたのは主に大企

業である。Job Fair とは別に、小職が個別に求人企業を探し、修了生を斡旋した数社ではことご

とく失敗した。個別の求人企業の規模は小さく、労働条件は相対的に低い。逆に、修了生は絶対

数が未だ少ない現時点にあっては、意識としてはエリートである。小職のターゲットは、大企業に

よる採用（Job Fair で若干の成果）で評価を高めた上で、究極的には中小の日系企業と考えてい

るのであるが、求人、求職間の労働条件の折り合いがつくようになるのはいつ頃だろうか。現在

のディプロマ修了生の数がある程度累積する必要があるように思われる。 

以上をまとめると、特に②、③の観点から、少なくともタイミングの問題があると思われる。 

(2) 日系企業の窓口 

 これは、営業の観点での検討である。小職は、日系企業の窓口として当面日本人の配置が必

要と考えるが、これを解決するためには、自立支援、そのための技術移転という技術協力の考

え方自体に突き当たる。 

 技術協力の意義を問われたときに、国際協力、安全保障、経済的相互補完等の観点で説明さ

れてきているが、JMTI の場合には、その当初から日系企業を含む産業界の人材ニーズに応え

るということが言われており、直接と間接とを問わず日系企業をいわば顧客としてJMTIがサービ

スを提供できるようになることが望まれていた。この観点は、JMTI の J を意識すればなおのこと

強く感じられる。そして、これは他のプロジェクトにはない JMTI プロジェクトの特殊性と言ってよい

のではないか。 

 職業訓練は修了生の就職をもって完了するものであり、企業との緊密な関係が必要になる。ま

た、ECS は直接的に事業所サービスである。マ側は日本的労働倫理を醸成するために、10 週間

の事業所実習の場は日系企業が望ましいという。つまり、JMTI は日系企業から頼りにされる存
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JMTI 所長宛 

カリキュラム及びシラバスの改善（提言） 

 

日本人専門家チームは、I 年間の予定でフォローアップ協力を行ってきたところです。短期間

で成果を上げることができるように、JMTI としての我々へのサポートに感謝しています。 

フォローアップ協力は、産業界の新たなニーズに応えるべく、PDM に基づいて、次の分野の

技術移転の活動を行って参りました。 

― 機械保全 

― 熱処理、材料試験、FMS 保守 

― 電子制御ロボット 

また、PDM は技術移転活動の成果として、これらの技術分野における必要な訓練カリキュラム、

訓練コースの改善を義務付けています。 

既に幾つかの訓練コースでは、カウンターパートが技術移転を通じて得た知識、技能を活用して

コースの改善を行っています。 

この度、生産科とメカトロニクス科担当専門家より、これまでの活動の成果をカリキュラム及びシラ

バスに反映するべく改善案がしめされたので、これを提出します。 

JMTIとして必要な検討を加えて、早期に実施されることを願います。JMTIの訓練の質の向上を心

から願うものです。 

 

2003 年 12 月 9 日 

JMTI チーフアドバイザー 
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在になるべきである。 訓練の質を高めることで企業からみた修了生の能力を高める努力、すな

わち技術的観点での努力のほかに、ローカル企業だけではなく日系企業を対象とした直接的営

業活動が必要である。 

日系企業対象の営業活動が実を結び始めたのが、フォローアップ期間中に行われた Job Fair

と言ってよいと思う。それ以前は、今以上に修了生が少なく、修了生の就職を通じて企業の期待

に応えるには条件が十分ではなかった。営業活動が実を結び始めたこの時期に日本人が全員

引き上げることは、日系企業からみれば、中途半端は否めないし、梯子をはずされた印象であ

る。 

JMTI のローカル職員が日系企業のローカル職員と連絡を取り合えば何でもできるという理屈

ではあるが、JMTI が遠くなるという日系企業の意見があることも確かである。 日系企業との窓

口役としての日本人が必要と思われるが、自立支援のための技術移転という考え方のもとでは

実現が難しいようである。 

そこで、次のような考え方は採用されないだろうか。 

技術移転でもなく、専門家でもなく、共同参画（者）としての位置付け。JMTI の業務の一部（日

系企業対象の営業活動）を担当する。JMTI を共同で運営するための人材。専門家ではないので、

助言者でもなければ指導者でもない。共同参画者であるから、労務提供。働くということが大事

なのであって、専門家とか労務提供とか区別する必要はない。 

マ側が負担して、日本人を雇用する解決方法もあるが、国の機関のルールがあり、人事院と

大蔵省の了解が必要とのことで、マ側は消極的である。試みる場合には、処遇面での折り合い

の問題もあるだろう。小職としては残念であるが、マ側には、そこまでして、日本人を雇う考えは

ない。 

現状では、JMTI の J は他力本願であるから、維持を期待することはできても約束はない。せ

めて 5 年はもって欲しいと漠然と思っている。 
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ドイツ・マレーシア学院の概要 

(GMI: German-Malaysia Institute) 
 
訪問日時： 2003 年 2 月 28 日（金）15：00  
訪問者： 辻川リ－ダ－、池田専門家 
訪問場所： GMI: German-Malaysia Institute 
  クアラルンプル市内 LRT Maruli 駅より車で５分 
応対者： Mr. Badli Shah Sulaiman (Head of Department Industrial Electronics) 
  Mr. Hermann Koch (Senior Consultant GTZ) 
訪問の目的： GMI におけるニ国間協力施設の状況を知り、今後の JMTI の協力に資する

ための意見交換と見学 
訪問の内容：  １．Badli, Koch 両氏との意見交換 
 ２．Badli 氏案内による施設見学 
 
1. 辻川の報告から 

JMTI に先行して設立された GMI に関する情報を入手する目的で見学を申し入れた。JMTI に

対する今後の日本のかかわり方を検討する上での参考としたい。 

設置主体： MARA 及びﾏﾚｰｼｱﾄﾞｲﾂ人商工会議所（MGCC） 

形態： 特殊会社(Company Limited by Guarantee) 

運営主体： 運営協議会（10 名の企業と政府の代表委員） 

設置場所： KL 市内 

設立年： 1991 年、第 1回訓練生 1992 年 

ﾄﾞｲﾂ（GTZ）の協力内容： 

１）1991～2001 年（10 年間）：GMI の設立とﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｺｰｽ 

2 分野５科、高卒 3年制 

生産技術（Tool & Die、Mould） 

工業電子（計装制御、電子情報、ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ） 

２）2002～2005 年：Dual System：全ﾏﾚｰｼｱを対象とし、GMI はﾊﾟｲﾛｯﾄｻｲﾄの位置付け、終了予

定は 2005 年初頭 

ﾃｨﾌﾟﾛﾏ（ﾌﾙｺｰｽ）以外のｺｰｽ 

 学士ｺｰｽ：2 年＋2.5 年：GMI 修了に限定せず（71 名） 

 ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑｺｰｽ）：（100 名） 

 A Level ｺｰｽ：2001 年開始、高卒資格（SPM）優等、ﾄﾞｲﾂ留学の準備、(80 名) 

 ( )内は現在学生数、ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ（ﾌﾙｺｰｽ）（672 名）と合わせ計約 900 名 

 以上のほか、在職者対象の短期ｺｰｽ 

コメント 

 10 年間の協力期間は JMTI の 6 年と比べて長いだけでなく、当初 3 年間は所長と科長はﾄﾞｲﾂ

人が占めた。この点でのﾄﾞｲﾂのｺﾐｯﾄﾒﾝﾄは大きく、GMI の名に相応しいと思われた。 
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 JICA の協力ｽｷｰﾑとの比較では、専門家派遣については JMTI と共通、CP 研修については GMI

の場合ない。但し、ﾄﾞｲﾂ製機材の技術研修のためﾄﾞｲﾂの負担でﾄﾞｲﾂで研修する場合があった。

機材については GMI の場合供与はないが安価でマ側が購入。 

 GTZ は 15 年間で 2種類の協力。ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ（ﾌﾙｺｰｽ）以外のｺｰｽは GMI 独自ｺｰｽの位置付け。但し、

実質的にﾄﾞｲﾂの協力。また、上記以外に、ﾄﾞｲﾂ本国のﾄﾞｲﾂ人学生の実習目的（Dual system の

一部）で GMI にて受入れ。 

 ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ（ﾌﾙｺｰｽ）の学費は年額 RM7000（JMTI は RM3000）。 

 資格の両国間での相互乗り入れはない。留学はﾄﾞｲﾂの大学との間で行われている。 

 修了者は 2002 年で 8 回目になる。各実習場は JMTI 程のｽﾍﾟｰｽの余裕はないが、機材が使い

込まれており、卒業研究の作品も優れていた。様々なｺｰｽがあり、時間帯も JMTI より柔軟であ

り、18 時まで訓練が行われている。 

 Tool & Die の設備は極めて充実している。逆にｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科は JMTI では科として独立している

こともあり、設備の面では JMTI に分がある。 

分野の分け方が違うこと、設置主体が当初から民間が関与していたこと、協力期間が長いこ

と、所長等が当初ﾄﾞｲﾂ人であったこと等様々な点で違いがある。 

(以上、辻川) 

 
2. 池田の報告から 
<Badli, Koch 両氏との意見交換> 
互いに両施設の紹介の後に以下の質問、意見交換をした。 
*GMI 協力の経過 
GMI の協力ﾌﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは 1991 年～2001/07 までの 10 年間の協力で一旦終了した。その期間

は８～10 名の独人専門家がいた。当初３、４年間は独人ﾁｰﾑが施設の運営を主体的に行い

（Director も独人）暫時ﾏﾚｰｼｱ人に運営を移管する形で技術移転した。技術移転の内容はｶﾘｷｭﾗ

ﾑ作成、ｽﾀｯﾌ教育、Labo の立ち上げ、教育訓練方法等であった。独人主体の立上げが他の JMTI
や MFI とは異なる点であった。 技術協力の柱は専門家派遣、CP 研修であるが JICA と異な

るのは、CP 研修をﾏﾚｰｼｱで実施する点及び機材は専門家のｱﾄﾞﾊﾞｲｽやｱﾚﾝｼﾞに基づきマ側予算で

購入された点であった。 
*ﾄﾞｲﾂ側の新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
GMI の協力の終了にあわせて 2000 年より４年間の新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがマ側 EPU  

との協力で専門家４名の体制で開始された。目的はﾄﾞｲﾂのﾃﾞﾕｱﾙｼｽﾃﾑの普及促進をﾏﾚｰｼｱの訓練

機関に 2005 年よりの本格導入に向けて、ﾊﾟｲﾛｯﾄ活動を行うことである。ﾄﾞｲﾂ側専門家は便宜

上 GMI に本拠を置きながら活動し、付帯的に GMI の活動にも参画する形をとっている。ﾄﾞｲ

ﾂ側の協力も財政的に厳しい状況にあり専門家の数も少ない。Koch 氏によると現下の情勢では

こうした協力も開始できなかったであろうとの観測であった。 
具体的な GMI への協力としては、専門家による情報提供や相談、過去の人脈を生かした情

報提供や相談、マ側予算による短期専門家の招聘、GMI へのﾄﾞｲﾂ人学生の受入れやﾄﾞｲﾂの大

学等での GMI 学生の実務研修などが主なものである。 
＊GMI 訓練の現状 
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GMI では現在、全日制 Diploma（672 名）Bachelor（71 名）ﾊﾟ-ﾄﾀｲﾑ Diploma（１００名）

A-Level Preparatory 訓練（留学準備訓練 80 名）短期ｼｮｰﾄｺｰｽが実施されている。ﾄﾞｲﾂ側協

力済の全日制 Diploma 訓練を基礎に様々なｺｰｽが展開され訓練の実情は活発である。GMI の

Practical 重視の思想が理解され、Badli 氏自身は世間の GMI に対する評価に自信を持ってい

るように見えた。 
訓練科目はﾒｶﾄﾛ、IT、ﾌﾟﾛｾｽ制御（以上、生産電子学部）、Moulding、Tool&Die（生産技術

学部）の２学部５学科よりなる。 
地元企業には短期ｺｰｽや技術相談、協同事業等を通じて一定の評価を得ている。 

＜Badli 氏案内による所内見学＞ 
Badli 氏の案内により所内を見学した。以下に気付いた点を述べる。 
＊Labo の運営 
各 Labo が良好に運営されていることをうかがわせる点が随所に見られた。たとえば、 

・Labo 内は機材等が整然と配置され使いやすそうな状態だった。 
・機材が良く整備され、頻繁に使用されていることを窺わせる。 
・使用していない Labo が消灯施錠されよく管理されている。 
・Labo 担当講師が機材を使って準備している場面や授業中の状況を度々見かけた。活発な活

動を感じさせる。 
・Labo 保全のﾃｸﾆｼｬﾝが配置され、機材ごとに責任分担を明確にして、技術的蓄積にも配慮さ

れている。 
・実習や製作用の機材ﾊﾟｯｹｰｼﾞや台、ﾌﾚｰﾑなどが良く整備され、過去の卒業製作の成果が継承

されている。 
＊技術的なﾚﾍﾞﾙ 
技術的なﾚﾍﾞﾙも 10 年間の経験の蓄積をうかがわせる事柄が随所に見られた。以下に述べる

と、 
・PLC やｺﾝﾋﾟｭｰﾀなどに制御される対象機器が開発されて、使われている。保全状態もよい。 
・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ科のﾓｰﾀｰﾊﾟﾜｴﾚ機材（JMTI と同じ）がよく整備され使われている。 
・ﾌﾟﾛｾｽ制御機器が JMTI より充実している。卒業製作開発品もよく整備設置され、継承され

ていた。企業のﾆｰｽﾞも高いと言う。 
・機械加工のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟにある機械が使い込まれ、古い機材でありながら、綺麗に掃除されすぐ

使える状態にある。 
・CNC 機器が各４台づつ整備されている。 
・CNC ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰを学生がどんどん使って盛んに金型を加工している。 
・比較的大型の金型ｾｯﾄが数多く作業台上に出されていて錆びていない。 
・金型が自由曲面の多数個取りの樹脂型を製作しておりﾚﾍﾞﾙが高そうに見える。 
・ 放電加工機がﾜｲﾔ EDM ともに訪問時稼動中であり頻繁に使用されて、金型が多数作成され 
ていることがうかがえる。 
・ 卒業製作を１ﾃｰﾏあたり４から５名のﾁｰﾑで取り組ませそれをｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ上に規格化している。 
これにより課題のｼﾞｮｲﾝﾄ、継承、展示効果を向上させ、蓄積できている。卒業製作に RM6000
の授業料のうち RM1000 を投入して、その購入資材をうまく蓄積していっている。 
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＜訪問の感想＞ 
訪問を終えて、GMI は過去 10 数年の技術的蓄積を活かして、活発に事業を拡大できている

印象をもった。機材、Labo ともに整然とかつ効果的に配置、整備され、学生が良く使ってお

り故障等の理由で使われていない機材を殆ど見かけない。指導員も自信を持っているように見

えた。現在の JMTI に最もかけている技術と経験の蓄積がうまくできている。実践重視の GMI
の特徴を職員が理解し自信を持っていることがうかがえる。 
一方協力のあり方では、EPU との協力によるﾃﾞﾕｱﾙｼｽﾃﾑの普及というﾃｰﾏで協力を継続した

ものの、実際的な GMI に対する協力内容には若干苦慮している様子がうかがわれた。便法と

して GMI に活動本拠を置いた別のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄという形ではあるが、GMI に対して何ができるか

の観点では目玉がないように見えた。ただ GMI にﾄﾞｲﾂの協力が継続していることの意義は大

きい。JMTI に同種の手法が使えるとは思えなかった。日本として GMI のﾃﾞﾕｱﾙｼｽﾃﾑ訓練に変

わる何か新しい技術移転対象を探さねば今後の協力継続は難しいと感じた。(以上) 
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ABU ロボコン国内（マレーシア）予選の概要 

2003 年 5 月 7 日 
JMTI チーフアドバイザー 

辻川英高 
日時：2003 年 5 月 2 日（金）～3 日（土） 
場所：SIRIM（Standard of Industry Research Institute of Malaysia） 
      Selangor 州 州都 Shah Alam （KL 隣接州） 
主催：教育省（副大臣出席、挨拶） 
参加：20 校（昨年は 10 校） 
   大学（公私立）12、ポリテクニック（高専）3、労働力局職業訓練校 5 
   労働力局職業訓練校内訳：CIAST、JMTI、ADTEC 全４校中 3（CIAST 以外は初

参加） 
協議方法：20 校を３校毎に７グループに分け（うち１グループは 2 校のみ）、グループ毎

にリーグ戦を行う（各校２試合になる）。 
     ベスト８以降トーナメント方式。 
     ベスト８は各グループの１位（７校）＋残る校のうち最高得点の校（１校） 
結果：1 位 UTM(University of Technology Malaysia) 
      JMTI：リーグ戦グループは UTM とポリテクニック。ポリテクニックに勝ち、UTM

に負けた。ベスト８には次点で進むことができなかった（弟９位）。なおベスト８

の８校は、大学 7 校とポリテクニック１校。 
   但し JMTI の得点ランキングは２試合の計 10 点で第 6 位。 
   労働力局参加 5 校中、ベスト８進出はなし。JMTI は得点でトップ（CIAST は 0 点、

但し事前のデモではよい得点を残している。） 
評価： 
結果をみると、初参加にしては善戦したと言える。JMTI の 10 点より低い得点でベスト

８に進出した大学が 3 校ある。JMTI は優勝した UTM に負けただけで、他の大学とは対

戦していない。UTM は断然トップの力があった（次いで、UTM が準決勝で対戦した MMU
（昨年優勝校）と思われる）。UTM は技術力を含む総合力で追随を許さない。是非国際大

会（バンコク 8 月）で優勝して欲しい。 
 しかしながら、JMTI の得点の仕方をみると、ポリテクニックには僅差で勝ち、それも

マニュアルロボットのシュートによるものであり、オートマチックロボットによるもので

はない。 
 強豪チームはセンターバスケット（３ネット、１ネットの得点は５点で最高）で得点し

ている。２校が向き合い一つのバスケットを目指して直進するから、ぶつかり合いを念頭

において、互いに得点できない可能性を予想していたところ、UTM は真下ではなく手前

で止まり、斜めに腕を延ばす方法で得点を得た。また、他の強豪校は真下に達する速さと

シュートの速さで得点を得た。これは戦略と技術の両面で優れていなければできないこと
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である。 
 インナーバスケット（全部で４つ、１バスケットにつき３ネット、１ネット２点）用の

JMTI のライントレースロボットは不調で得点できなかった。センサーを駆使したもので

あったが、横から床に反射してくる TV カメラの照明等様々な方向から来る照明の影響を

受けてしまい、急遽カバーで覆う措置をとったが、残念ながら練習通りには動いてくれな

かった。 
 多くの校はライントレースを使わないか、使っても直進部分にすぎず、JMTI のように

徹底的にライントレースを採用した校は数校に限られていた。経験で分かったことは、ラ

イントレース技術は環境要因を受けやすいことである。事前のシミュレーションに時間を

かけて、様々な環境を設定してトラブルシューティングを経験する必要があった。実際は、

このような練習がほとんど行われなかった。練習のために、早くから試験走行用フィール

ドを作って準備したことを思うと残念である。初参加ということもあり、チームメンバー

はロボット製作作業までに時間を費やし、その後の詰めができなかった。強豪校は、技術

的に優れているばかりでなく、詰めということを忘れない。 
 JMTI の全得点はマニュアルロボットによる。これはロボットの性能と操縦者のシュー

トの腕前による。操縦者の練習時間は決して十分ではなかったし、照準機能を備えてもい

なかったが、8 発中 5 回命中した。 
 今後のことを思うと、1 位の UTM のレベルには追いつかなくてもベスト４を狙い、ベ

スト８に進出できれば十分である。或いは､他校との比較ではなく、今年の JMTI より来

年の JMTI が進歩すればそれで十分と考える。チームのメンバーが初参加の経験から多く

を学んでくれたことと思う。スケジュール管理、リーダーシップ、詰めの大事さといった

ことを次回は改善して欲しいと思う。また、練習で成功しても何も学べないこと、練習で

多くの失敗をして学ぶということを知って欲しい。 
○  短期専門家の原圭吾氏は、一ヶ月以上に及ぶ滞在期間中の前半は、自作ロボットの製

作を見せることにより技術移転の効果を模索した。しかし、マ側がロボコン参加のため

に独自に計画したロボット製作に遅れがみられたことから、後半は、辻川の示唆により、

マ側ロボットを共同製作する方法に変更した。終始一貫やってみせる方法で技術移転を

試みていた。土曜日も終日 JMTI で活動し、チームといる時間が長く、チームの一員と

して頼られる存在になっていった。 
○  JMTI が UTM と対戦する際に、司会者から、南部の UTM（Johor 州）対北部の JMTI

（Penang 州）と対比的に紹介された。観衆の一部から「Japan、Japan」の歓声が起こ

った。ここからは辻川の印象であるが、観衆は、JMTI には日本の協力があるものと当

然に受け止めている。JMTI チームとしても日本人専門家の協力があって心強く思って

いる。もし、日本の協力がなくなったら、或いは、日本人の協力がなくなったら、例え

ば来年、JMTI チームは「何故 Japan という歓声を聞かねばならないのだろう。以前は

日本の協力があったが、今は誰もいない、協力もない。しかし、観衆も主催者も日本の

協力が今もあると思っている。」と思うに違いない。日本人が JMTI に存在する、日本の

協力があるということの必要性を感じた次第である。(以上) 
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JMTI 技術協力プロジェクトの概要 

I JMTI の概要 

1 名称 Japan – Malaysia Technical Institute (JMTI) 

日本・マレーシア技術学院 

2 所在地 Lorong PBM 15, Bukit Minyak Industrial Zone, 

14100 Sebrang Perai, Penang State, Malaysia 

（マレーシア、ペナン州）Tel : 04-508 7807  fax : 04-508 7808 

3 施設 職業訓練棟（実習室、教室、図書室、食堂） 

多目的ホール、学生寮、礼拝所、職員宿舎 

4 事業内容 職業訓練及び事業所サービス 

(1)職業訓練部門 Diploma コース、４分野 

情報工学科、電子工学科、生産工学科、メカトロニクス工学科 

高卒 3 年制 各科定員 50 人（全校計 600 人） 

取得可能資格 ディプロマ（人的資源省）、 

L4 （ 準 工 学 士 ） (National Vocational Training Council) 、

Technical Qualification (技能者資格) (人事院) 

(2)事業所サービス部門 短期訓練(事業所従業員等)、技術相談(中小企業事業主等） 

534 人 

学年別 第 1 学年 196 人 第 2 学年 196 人 第 3 学年 142 人

5 在籍訓練生数 

(2003 年 12 月) 

学科別 電子 125 人 情報 147 人 メカトロ 133 人 生産 129 人

6 職員数 

(2003 年 12 月) 

110 人 （職業訓練指導員 73 人、事業所サービス部門 3 人、訓練指

導課・技能開発課・資料センター・学生課 11 人、管理部門 23 人） 

7  沿革 マレイシアは工業指向型の経済成長を目指している。競争力を強

化するためには、労働生産性の向上とともに労働市場の需要に見

合った人材を育成する必要があることから、教育訓練機会を拡充す

ることが第７次マレイシア計画（1996 年～2000 年）に盛り込まれた。産

業構造の高度化に伴う熟練労働者養成と技術の高度化への対応

が緊急課題との認識により、マレイシア政府は先進分野の技術を習

得した高度技能者を養成する職業訓練センターの設立を計画した。

そして、同国の経済成長に大きな影響を与えている日系企業を含む

産業界のニーズに応える新しいタイプの技術協力を日本政府に要

請した。 

JMTI の施設と基礎的機材はマレイシアが建設、購入することと

し、当初は CIAST の仮校舎で職業訓練を開始し（1998年7月）、2000年

1月ペナンに移転し、新校舎での職業訓練を開始した。 
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II JICA 技術協力の概要 

1 当初プロジェクト  

(1)R/D 署名日 1997 年 10 月 7 日 

(2)協力期間 1998 年 1 月 15 日～2003 年 1 月 14 日 

(3)実施機関 マレーシア人的資源省労働力局 

国際協力機構（JICA） 

(4)日本側支援機関 厚生労働省職業能力開発局、雇用･能力開発機構 

(5)プロジェクト目標 日本・マレーシア技術学院（JMTI）において、生産、電子、情報及

びメカトロニクスの各工学技術における高度技術者（L4 又は同等レ

ベル）が養成される。 

(6)協力活動内容 ‐産業界のニーズを反映した、体系的な職業訓練計画の作成 

‐資質ある訓練生が入校できる方策の確立 

‐生産、電子、情報、メカトロニクスの各工学技術分野における高度

な専門技術を有した JMTI 職業訓練指導員の養成 

‐各工学技術分野の訓練コースの実施 

‐効果的な職業訓練実施のための十分な機材、設備の設置と活用 

‐JMTI の良好な運営と今後の自立発展に係る助言 

(7)協力方法 長期及び短期専門家の派遣 

研修員の日本受入 

機材供与（ハイテク分野） 

2 フォローアップ協力  

(1)R/D 署名日 2003 年 11 月 19 日 

(2)協力期間 2003 年 1 月 15 日～2004 年 1 月 14 日 

(3)実施機関 マレーシア人的資源省労働力局 

国際協力機構（JICA） 

(4)日本側支援機関 厚生労働省職業能力開発局、雇用･能力開発機構 

(5)プロジェクト目標 日本・マレーシア技術学院（JMTI）において、生産、電子及びメカト

ロニクスの先端技術分野における産業界のニーズに合致した、指導

員の能力の向上が図られる。 

(6)協力活動内容 ‐産業界のニーズを反映した、体系的な職業訓練計画の作成 

‐生産、電子、メカトロニクスの各工学技術分野における高度な専門

技術を有した JMTI 職業訓練指導員の養成 

‐機械保全、熱処理、材料試験、FMS保守、電子制御ロボット分野の

訓練コースの実施 

‐JMTI の良好な運営と今後の自立発展に係る助言 

(7)協力方法 長期及び短期専門家の派遣 

研修員の日本受入れ 

機材供与（専門家携行機材） 
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JMTI データ 

（2003 年 12 月作成） 

I 基本データ 

 

項目 内容 備考 

所在地 マレイシア、ペナン州  

設立時期 2000 年 1 月 CIAST 仮校舎からペナン

校舎への移転時期 

所管官庁 人的資源省労働力局  

敷地面積 6.5 ヘクタール  

施設面積 （訓練棟 6 階建

ての１階床面積） 

約 8,000 ㎡ 訓練棟のほかに、多目的

ホール、学生寮、学生食

堂、礼拝所、職員宿舎等

がある。 

建設費 （全額マ側） 

うち訓練棟 

RM.53,230,000 

RM 38,812,000 

（約 1,650 百万円） 

（約 1,203 百万円） 

機材費 

（マ側） 

（日本政府供与） 

 

RM.53,056,000 

523 百万円 

 

（約 1,645 百万円） 

携行機材及び現地業務費除く

運営費 (2003 年予算) RM. 6,548,000 (約 203 百万円) 

訓練生数 (2003 年 12 月) 534 人 3 年制、4 科の合計 

職員数 (2003 年 12 月) 110 人 

うち職業訓練指導員 73 人

 

訓練開始 電子科、コンピュタ科； 

1998 年 7 月

生産科、メカトロニクス科； 

1999 年 7 月

CIAST 仮校舎 

初回修了生 電子科、コンピュタ科； 

2001 年 1 月

生産科、メカトロニクス科； 

2002 年 7 月

 

2 年次編入生 

 

（参考） 

  ホームページ 

  http://www.jmti.gov.my/ （マレー語、日本語） 
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II 詳細データ 

 

(1) 学科別機材費（マ、日） 

学科 機材費(MR)  

電子科 

      マ側

      日本側

 

MR11,640,000

101,654 千円

[462,494 千円]

(360,840 千円）

情報科 

      マ側

      日本側

MR 7,514,000

0 円

[232,934 千円]

(232,934 千円)

生産科 

      マ側

      日本側

MR21,324,000

299,755 千円

[960,799 千円]

(661,044 千円)

メカトロニクス科 

      マ側

      日本側

MR13,104,000

103,236 千円

[509,460 千円]

(406,224 千円)

日本側： 携行機材及び現地業務費購入機材を除く。 

 

(2) 学科別主な機材 

 マレイシア側 日本側 

電子科 マイコン実習機材;         MR2,975,000

FA 実習機材;             MR2,365,000

シーケンス制御実習機材;  MR2,076,000

通信実習機材;            MR1,867,000

他 

自動計測システム; 

  101,654 千円

情報科 デジタル実習機材;         MR 883,000

アナログ実習機材;         MR 796,000

保守実習機材;            MR 598,000

マルチメディアシステム;    MR 596,000

UNIX 実習機材;           MR 314,000

ネットワーク実習機材;      MR 289,000

他 

 

生産科 

 

 

 

 

 

 

立て型フライス盤;        MR3,028,000

CAD/CAM/CAE/CAT システム; 

MR2,808,000

旋盤;                    MR2,613,000

マシニングセンタ;         MR1,229,000

NC 旋盤;                MR1,028,000

他 

 

生産ラインシステム; 

 299,755 千円
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メカトロニクス科 メカトロニクス実習機材;    MR3,387,000

油圧実習機材;           MR2,485,000

モーターパワエレ実習機材; MR1,986,000

空圧実習機材;           MR1,430,000

プロセス実習機材;        MR1,250,000

他 

故障診断システム; 

 14.385 千円

搬送ロボットシステム; 

 18,711 千円

三次元視覚ロボットシ

ステム;   

    70,140 千円

 

(3) 運営費の構成と内訳 

マ側運営予算 （2002 年） 

項目 予算 

人件費 RM 2,589,000

旅費、日当、宿泊 RM   96,000

運搬費 RM    5,000

通信、光熱費 RM  920,000

借料、損料 RM  259,000

材料購入費 RM  410,000

事務用品購入費 RM  125,000

資機材保守管理費 RM  330,000

サービス(謝金、僱人費等) RM  670,000

資材購入費（土地、建物、

設備、車両） 

   RM  156,000

合計 RM 5,561,000

（注）訓練用機材については、運営予算と対を成す開発予算で別途手当てされる。 

 

(4) 受講料 

項目 料金 備考 

入学金 (Entrance Fee) RM 400 （約 12,400 円） （保険、衣類、靴等） 

訓練受講料(Tuition Fee)年額 RM 3,000 （約 93,000 円）  

寮費 (Hostel Fee)年額 RM 616 （約 19,000 円）  

 

(5) 訓練生数 (2003 年 12 月) (人) 

 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 計  既修了生(累計) 

電子科 49 47 29 125 89

情報科 50 49 48 147 90

メカトロニクス科 50 50 33 133 27

生産科 47 50 32 129 33

合計 196 196 142 534 239
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(6) 職員数 (2003 年 12 月) (人) 

部門 職員数 

指導員 73 人（電子 17、情報 18、生産 20、メカトロ 18） 

技術相談部門 (ECS) 3 人 

教務・学生課等 11 人 

管理部門 23 人 

合計 110 人 

教務学生課等： 訓練指導課、技能開発課、資料センター、学生課 

 

 



1.　チーフアドバイザー
辻川英高 2003.01.15 - 2004.01.14
(当初プロジェクト：上原信博(1998.01.21-2001.01.20)、辻川英高(2001.01.12-2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月、離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職

1 Mohd. Nawi b.
Ahmad

55 大学院卒
(英Liverpool

6年 人的資源省労働力局長 個別研修 98.10.18-10.31 職 業 能 力
開発行政

労 働 力 局
長

2 Zaihan b. Shukuri 42 大卒 6年 JMTI所長（途中02年9月～
1年間英国留学（修士））

個別研修 98.3.30-4.10 ﾌ ﾟﾛｼ ﾞ ｪｸﾄ
計 画 運 営

JMTI所長

3 Mohd. Sukimi b.
Mat Salleh

41 大卒 3年6月 JMTI副所長 C/P研修 01.6.11-8.5 職 業 訓 練
管理

JMTI 副 所
長

（転出者のうち研修員受入れ）
4 Zainol Abidin b.

Abd.Rashid
57 大学院卒 ー 98年1月まで労働力局長、

人的資源省次官を経て、
現在国税庁長官

個別研修 95.11.5-11.15 職 業 訓 練
管理

労 働 力 局
長

2.　メカトロニクス工学   
池田　徹 2003.01.15 - 2004.01.14
(当初プロジェクト：鈴木和生(1998.07.29 - 2000.07.28)、池田　徹(2000.07.14 - 2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月、離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職

1 Nikmat b.
Mohamad

40 短大卒（英
Conventry

4年 01年11月からメカトロニク
ス科長

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 メ カ ト ロ ニ
クス工学

指導員

2 Syamshiah bt.
Salleh

29 大卒(米ﾜｼ
ﾝﾄﾝ大)

5年 ハイテクロボット部門長 国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

3 Yaakob b. Saad 40 短大卒（英
Conventry

4年6月 高度保全部門長 国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

4 M.Lazim b. Mat
Lazi

30 大卒(UTM) 5年 指導員 C/P研修(第3
期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

5 Junnaina Huain
Chua

29 大卒（加・ｵ
ﾀﾜ大)

(6年） 指導員、科長の後、夫の
能開大留学に同伴（長期
無給休暇）、03年4月指導
員に復帰

C/P研修(第1
期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

6 Mat. Idras b. Mat 38 大卒 6月 指導員

7 Salam b. Taazim 31 短大卒
(UTM)

5年 指導員 C/P研修(第2
期)

98.8.31-12.20 メ カ ト ロ ニ
クス工学

指導員

8 Rustam b.
Sulaiman

36 短大卒 (5年） 指導員、02年1月～1年間
英国留学

C/P研修(第2
期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

9 Sahadi b. Md. Aziz 29 高卒 4年 同上 国別特設コー
ス(第4期)

00.8.28-12.10 同上 指導員

10 Z idi b K i 27 短大卒 4年 同上 国別特設コ 00 8 28 12 10 同上 指導員

JMTI訓練指導員等名簿（2003年12月現在）

（研修員受入れ実績（当初プロジェクト＋フォローアップ））
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（転出者のうち研修員受入れ）
20 Azmi b. Ahmad 38 大卒 3年 初代メカトロニクス科長、

00年8月ITI-Sabah転出（所
長）

C/P研修(第1
期)

97.10.27-98.2.8 メ カ ト ロ ニ
クス工学

メカトロニ
クス科長

21 Zulkefli b. Abd.
Maman

35 大卒（能開
大）

(6年） 科長の後、01年4月能開大
留学（修士課程）、03年8月
ITI-Pedas転出（所長）

C/P研修(第1
期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

22 Abdul Halim b.
Abd. Rahman

38 大卒(UTM) 1年6月 99年5月学生課長に異動、
00年8月ITI-Perlisに転出
（所長）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

23 Faizah bt. Harun 30 大卒 2年 00年1月労働力局に転出 (1)国別特設
コース(第1期)
(2)監督者訓練

(1)97.10.27-
98.2.8
(2)99.10.25-
12.10

同上 指導員

24 Seliman b.
Wagimin

38 短大卒 1年 98年10月ITI-Ipohに転出 国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

25 Abu Mansor b.
Abd. Muttalib

38 高卒 1年 98年10月ITI-Melakaに転
出

C/P研修(第2
期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

26 Mahadi b. Mat
Idris

35 短大卒 1年 98年10月ITI-Melakaに転
出

C/P研修(第2
期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

27 Jailani b.
Abdullah

31 大卒（英
Portmas）

3年 01年12月退職 国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

28 Zakaria b. Sidek 29 高卒 3年 03年1月ECSに異動(メカト
ロ担当)

国別特設コー
ス(第4期)

00.8.28-12.10 同上 指導員

29 Khairul Anuar b.
Deni

29 大卒(米
Evansville

4年 03年8月ITI-Sabah転出（所
長）

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

（注）勤務期間はJMTIメカトロニクス科在籍期間であり、(　）は留学と長期無給休暇期間を含む。
UTM：マレーシア工科大学

3.　生産工学
牟田浩樹 2003.01.15 - 2004.01.14
(当初プロジェクト：矢吹美裕(1998.07.29 - 2001.02.28)、牟田浩樹(2001.01.15 - 2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月、離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職

1 Noordin b.
Abdullah

39 大卒(英
Conventry)

4年 03年6月～生産科長 国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 生産工学 指導員

2 Samsuri b. Arif 30 大卒(英
Scotland)

（3年） 03年3月～6月生産科長、
03年6月～留学（ﾄﾞｲﾂ）（6ヶ
月）

国別特設コー
ス(第5期)

01.8.27-12.9 同上 指導員

3 Azmi b. Mat 31 大卒(加
Lakehead)

（5年） 指導員　03年6月～留学
（ﾄﾞｲﾂ）（6ヶ月）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

4 Munirshah b.
sumiri

29 大卒(韓ｿｳ
ﾙ)

（5年） 指導員　03年6月～留学
（ﾄﾞｲﾂ）（6ヶ月）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

5 Sarizal b. Md ani 26 大卒(UTM) 5月 指導員

6 Shukri b. Che
Hassan

42 大卒 6月 同上

7 Hamidon b. Ngah 43 短大卒
(UTM)

（3年） 99年12月転入、英国留学
(2年）後、ITI-Ipohを経て

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 生産工学 指導員
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17 Muhamad Safuan
b. Aminuddin

34 高卒 2年6月 同上

18 Mohd Raffi b. Abd
Rahman

36 IKTBN卒 2年6月 同上

19 Zaidi b. Mat Tan 39 高卒 2年6月 同上
20 Mohd Faisal

Othman
28 大卒

（英国）
4月 同上

（転出者のうち研修員受入れ）
20 Pezol Ahmad b.

Yahya
42 短大卒 1年 99年1月ITI-KLに転出 C/P研修(第2

期)
98.8.31-12.20 生産工学 指導員

21 Mohd Rosli b.
Hussain

39 短大卒
（UTM)

1年 99年1月ITI-KLに転出 国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

22 Tukimin b. Solehan 44 短大卒
（英国）

2年 99年12月CIASTに転出 国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

23 Mohd Suhaini b.
Hashim

30 ITI卒 1年6月 99年12月転入、01年6月
ITI-Jitraに転出

国別特設コー
ス(第4期)

00.8.28-12.10 同上 指導員

24 Suzrinnelly Mohd
Salleh

25 短大卒
（英国）

2年 00年9月新規、02年7月
CIASTに転出

国別特設コー
ス(第5期)

01.8.27-12.9 同上 指導員

25 Zamberi b.
Jamaldin

31 大学院卒
（加）

4年6月 02年6月退職、KUTKM-
Melakaに勤務

(1)C/P研修(第
1期)　　　(2)指
導員向上セミ
ナー

(1)97.10.27-
98.2.8
(2)00.10.23-
12.8

同上 指導員

26 Hafazah bt. Jaffar 37 大卒(UTM) （5年） 英国留学(2年）後、02年11
月ADTEC-Selangorへ転
出

国別特設コー
ス(第1期)

同上 同上 指導員

27 Fakharudin b.
Mohd Yusof

26 大卒
（英国）

3年 99年12月転入、03年1月
ECS部門に異動

国別特設コー
ス(第4期)

00.8.28-12.10 同上 指導員

28 Zuraini bt. Muda 31 大卒
（米国）

2年6月 00年8月学生課長に異動
03年5月CIASTに転出（副
所長）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

29 Abd. Halim b. Ali
Mohamed

35 大卒（能開
大）

（5年6月） 01年4月能開大留学（修士
課程）、03年8月ITI-
Labuan転出（所長）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

30 Abdullah Hapipi
bin Daimon

47 大卒(UTM) 5年 03年2月まで生産科長、03
年3月IKBN-Selangorに転
出（所長）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 生産科長

31 Azmir b. Mohd
Yunus

30 大卒(米ﾐｼ
ｶﾞﾝ)

5年 03年3月ADTEK-Melakaに
転出（副所長）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

（注）勤務期間はJMTI生産科在籍期間であり、(　）は留学期間を含む。
IKBN：青年スポーツ省職業訓練施設
UTM：マレーシア工科大学
KUTKM：マレーシア国民大学

　

4．　電子工学
フォローアップ期間中短期専門家派遣あり。長期専門家派遣なし。
(当初プロジェクト：児玉　洋(1998.03.25 - 2001.01.24)、平松健二(2001.01.08 －2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月、離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職

1 Z i b H 29 大卒(UKM) 3年6月 03年7月から電子科長 C/P研修（第5 01 8 27 12 9 電子工学 指導員
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10 Noraila bt. Md.
Noor

25 短大卒 (3年6月) 同上 国別特設コー
ス(第5期)

01.8.27-12.9 同上 指導員

11 Azhari b. Ismail 26 高卒 2年6月 同上

12 Anuruzi bt. Abd
Rahman

25 高卒 2年6月 同上

13 Yusni b. Abd
Rahman

31 高卒 2年6月 同上

14 Hasliza bt. Hassan 30 高卒 2年6月 同上

15 Sani b. Ahmad 29 高卒 6月 03年7月ITI-Trenganuから
転入

16 Ismawi b. Ismail 29 大卒（韓
国）

(5年6月) 電子科長の後、02年4月か
ら大分大学留学中（修士）

(1)国別特設
コース(第2期)
(2)指導員向上
セミナー

(1)98.8.31-
12.20
(2)00.10.23-
12.8

電子工学 指導員

17 Zainal b. Atan 39 大卒（電通
大）

(4年6月) 03年4月から能開大留学
中（研究課程）

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

（転出者のうち研修員受入れ）
18 Mohd Manoj b.

Jumidali
34 大卒(UKM)3年 00年8月ADTEC-Johor

に転出（副所長）
国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 電子工学 電子科長

19 Nasaruddin b.
Mohd Khalid

39 短大卒 2年 99年6月一般教養科長
に異動、03年3月
ADTEC-Shah Alamに転
出（副所長）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 同上 指導員

20 Shamsida bt.
Zainal Abidin

39 大卒(UTM)2年 00年5月ADTEC-Shah
Alamに転出

C/P研修(第3
期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

21 Mohd Sanusi b.
Yusof

33 高卒 3年5月 03年5月ILP-Trenganuに
転出

C/P研修（第4
期）

00.8.28-12.10 同上 指導員

22 Mustapa b. Minhat 43 高卒 6月 99年1月ILP-Melakaに転
出

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

23 Jamil b. Yahya 31 大卒(UPM) 4年 03年3月IKBN-B.Mertajam
に転出（所長）

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

24 Johari b. Hj. Mohd
Tahar

39 大卒(UTM) 5年 電子科長の後、03年7月副
所長に異動

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

25 Norliza bt. Yaakob 30 大卒(UTM) 5年 03年8月ITI-Pahanに転出
（所長）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

（注）勤務期間はJMTI電子科在籍期間であり、(　）は留学期間を含む。
UKM：マレーシア国民大学
UTM：マレーシア工科大学
UPM：マレーシア プトラ大学
IKBN：青年スポーツ省職業訓練施設

5.　情報工学
フォローアップ期間中専門家派遣（長期、短期）はない。
(当初プロジェクト：日浦悦正(1998.04.10 - 2000.04.09)、古井久司(2000.04.05 - 2002.04.04)、
木村天津郎2002.03.02 - 2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月 離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職
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10 Zatulmaharah bt.
Baianbyin

28 短大卒 4年 同上 国別特設コー
ス(第5期)

01.8.27-12.9 同上 指導員

11 Mohd Bazri b. Mhd
Bahri Shah

30 短大卒 3年 同上 国別特設コー
ス(第4期)

00.8.28-12.10 同上 指導員

12 Syahmi b. Ramley 26 短大卒 4年 同上 国別特設コー
ス(第6期)

02.8.27-12.1 同上 指導員

13 Mohd Norroshidi b.
Mostafa

29 短大卒 3年6月 同上

14 Rashidi b. Yahaya 25 短大卒 3年6月 同上

15 Haiza bt. Abu
Bakar

22 短大卒 3年6月 同上

16 Afdzaliza Ratini bt.
Abdul Rahman

26 短大卒 3年6月 同上

17 Azman b.
Ibrahim

34 大卒(韓
国）

(6年) 初代情報科長　01年4
月～大分大学留学(修
士）

国別特設コー
ス(第1期)

97.10.27-98.2.8 情報工学 情報科長

18 Azizi b. Bahari 24 大卒 (6月) 指導員　03年6月～留学
（ﾄﾞｲﾂ）（6ヶ月）

（転出者のうち研修員受入れ）
19 Zafitul Azida bt.

Sa'adin
28 大卒UKM 2年 00年12月退職 国別特設コー

ス(第2期)
98.8.31-12.20 同上 指導員

20 Mohd Sukri b.
Ismail

29 大卒USM 4年6月 03年8月ILP-Trenganu
に転出（所長）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

21 Zulkefri b. Omar 32 大卒UTM 4年6月 03年5月CIASTに転出
（副所長）

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

22 Noraishah bt.
Mohamad

29 大卒 3年 01年1月ITI-Salawakへ
転出

国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

23 Azmanruzee b.
Abdullah

30 大卒 1年 99年8月ITIに転出 国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

24 Dalila bt.
Sharingat

29 大卒 2年 00年1月CIASTに転出 国別特設コー
ス(第2期)

98.8.31-12.20 同上 指導員

25 Md Fuzailee b.
Sabu

39 大卒（英
国）

5年 03年1月ILP-Kangarに
転出

国別特設コー
ス(第3期)

00.1.10-4.30 同上 指導員

26 Wan Mohd Asri
b. Wan Zakaria

27 短大卒 3年 02年12月ADTEC-Shah
Alamに転出

国別特設コー
ス(第5期)

01.8.27-12.9 同上 指導員

（注）勤務期間はJMTI情報科在籍期間であり、(　）は留学期間を含む。
UTM：マレーシア工科大学
USM：マレーシア科学大学
UPM：マレーシア プトラ大学
UKM：マレーシア国民大学

6.　訓練計画
フォローアップ期間中専門家派遣（長期、短期）はない。
(当初プロジェクト：植良秀夫(1998.01.21 - 2000.01.20)、内野　智裕(2000.01.06 - 2003.01.14))

(2003年12月現在）
Ｃ／Ｐ氏名 年齢 学　歴 勤務期間 現役職及び

離職年月、離職先
研修員
受入れ

受入れ期間 協力
分野名

当時の
役職

1 Mohd. Sukimi Bin 41 大卒 3年6月 JMTI副所長 (チーフアドバ
ザ
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（フォローアップ）
 長期専門家
 専門家氏名 指導分野 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）
1 辻川　英高 チーフアドバイザー 2003.01.15 - 2004.01.14 厚生労働省
2 池田　　徹 メカトロニクス工学 2003.01.15 - 2004.01.14 雇用能力開発機構
3 牟田　浩樹 生産工学 2003.01.15 - 2004.01.14 雇用能力開発機構
 短期専門家
 専門家氏名 指導分野 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）
1 原　圭吾 電子制御ロボット（Z80MPU) 2003.03.25 - 2003.05.04 雇用能力開発機構
2 北川　隆 電子制御ロボット（PLC) 2003.08.09 - 2003.09.05 雇用能力開発機構
3 波多江茂樹 電子制御ロボット（PIC) 2003.08.31 - 2003.09.27 雇用能力開発機構
4 岡田　渉 熱処理技術 2003.08.31 - 2003.09.28 雇用能力開発機構
5 田中倫之 電気制御技術 2003.09.10 - 2003.10.07 雇用能力開発機構

（当初プロジェクト）
 長期専門家
 専門家氏名 指導分野 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）
1 上原　信博 チーフアドバイザー 1998.01.21 - 2001.01.20 雇用促進事業団
2 辻川　英高 2001.01.12 - 2003.01.14 厚生労働省
3 勝俣　祐二 業務調整 1998.01.21 - 2000.05.20 （財）日本国際協力センター（JICE)

4 佐藤　よし江 2000.05.07 - 2003.01.14 国際協力事業団
5 植良　秀夫 訓練計画 1998.01.21 - 2000.01.20 雇用能力開発機構
6 内野　智裕 2000.01.06 - 2003.01.14 厚生労働省
7 児玉　　洋 電子工学 1998.03.25 - 2001.01.24 雇用能力開発機構
8 平松　健二 2001.01.08 －2003.01.14 雇用能力開発機構
9 日浦　悦正 情報工学 1998.04.10 - 2000.04.09 雇用能力開発機構
10 古井　久司 2000.04.05 - 2002.04.04 雇用能力開発機構
11 木村　天津郎 2002.03.02 - 2003.01.14 雇用能力開発機構
12 鈴木　和生 メカトロニクス工学 1998.07.29 - 2000.07.28 雇用能力開発機構
13 池田　　徹 2000.07.14 - 2003.01.14 雇用能力開発機構
14 矢吹　美裕 生産工学 1998.07.29 - 2001.02.28 雇用能力開発機構
15 牟田　浩樹 2001.01.15 －2003.01.14 雇用能力開発機構

短期専門家
専門家氏名 指導分野 派遣期間 本邦所属先（派遣時所属先）

1 徳永　力雄 VDT作業に起因する健康障害と対策 1999.03.03 - 1999.03.09
2 藤田　秀樹 品質管理 1999.09.15 - 1999.09.29 雇用能力開発機構
3 新井　吾朗 企業内訓練（計画・立案） 2000.01.18 - 2000.02.01 雇用能力開発機構
4 田村　康明 産業ロボットシステム 2000.02.20 - 2000.03.16 ファナック(株）
5 高梨　和彦 生産ラインシステム 2000.02.21 - 2000.03.16 日立精機(株）
6 高橋　一也 生産ラインシステム 2000.02.21 - 2000.03.16 日立精機(株）
7 伊藤　和徳 生産ラインシステム 2000.02.21 - 2000.03.16 日立精機(株）
8 渡辺　　茂 マイコン制御 2000.02.28 - 2000.03.20 雇用能力開発機構
9 牟田　　博 ロボットシステム 2000.03.20 - 2000.04.02 ㈱　デネブジャパン
10 鳥海　義孝 ロジックIC設計 2000.09.25 - 2000.10.07 鳥海設計コンサルティング事務所
11 浜川 勝 油空圧制御 2000 11 10 2000 12 08 雇用 能力開発機構

JMTI専門家派遣実績（当初プロジェクト＋フォローアップ）
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THE JAPAN-MALAYSIA TECHNICAL INSTITUTE PROJECT 
平成 15 年 12 月 29 日 

第 8 回 JMTI 合同調整委員会の開催について(報告) 
 
 標記会合が 12 月 26 日(金)15:00 から 17:30 にかけて、人的資源省会議室において行われ

た。出席者は、マ側は Mohd. Yahya bin Nordin 人的資源省次官（議長）、Rozikin 労働力

局職業訓練部長、Zaihan JMTI 所長他 JMTI３科の科長、企画庁（EPU）、外務省、人事院、

通産省他、日本側は、JICA 事務所（佐々木次長、田中所員）、辻川他 JMTI 専門家、福味

専門家（労働力局）。次官と職業訓練部長は異動による交替後最初の JCC 出席である。前

職は次官が人事院、職業訓練部長が NVTC（職業訓練審議会）局長。今回の JCC は、5 年

プロジェクトと 1 年のフォローアップ協力を通じて最終の JCC である。議事の主要点につ

いて以下の通り報告します。 
(参考) 
第 7 回合同調整委員会が 2002 年 7 月 8 日に、第 5 回技術諮問委員会が 2003 年 1 月 28

日に開催されている。 
 
冒頭、次官の挨拶があり、次いで JMTI 所長より日マ両国の関係各機関に対し、JMTI

設立から今までの協力について謝辞が述べられた。 
 
1. プロジェクトの現況報告 
 JMTI 所長から、プロジェクトの現況が報告された。 
(1) JMTI 拡張計画 
 第 8 次マレーシア計画（2001 年―2005 年）による JMTI 拡張計画の予算のシーリング

は RM52 百万である。内容は次の 5 項目である。キャンパス拡張（土地の取得）、追加機材

の購入、大講堂の建設、スポーツ余暇施設の建設、新たな訓練コースの開発。土地の取得

は、PDC（ペナン州開発公社）と依然交渉中である。 
(2) 指導員の配置 
 J3 指導員は充足されているが、十分な経験が期待できる J4 指導員は極めて不足しており、

若い J5、J7 で補充されている。しかも、JMTI 設立時から起算して第 1 期、第 2 期の指導

員が多数昇格し、他施設の長として転出したことは痛手である。 
 また、一般科目（英語、日本語、数学、物理学、道徳）は全員が派遣教師であり、人件

費負担も高額である。4 年前から人事院に正規教員の配置を要望しているが、実現していな

い。 
（下記はこれに対する議長の意見） 
 当初のことは承知していないが、指導員と正規教員の配置について約束したことは守る

べきであること。但し、昇格は優先させるべきことは当然である。JMTI が困るのであれば

その旨労働力を通じて人事院に申し入れ、昇格を遅らせるか、或いは、例外的に異動を伴

わないで昇格させる方法を労働力局は真剣に検討するべきであった。 
(3) 進学希望者に対する大学との連携 
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 まだ１大学に過ぎないが、UUM（マレーシア北部大学）IT コースに編入学する道筋がで

きたところである。 
(4) ECS 部門による短期訓練コース 
 短期訓練コースの受講生は、2002 年は計 290 人（企業 84 人、公共機関 206 人）に対し

て、2003 年は計 364 人（企業 276 人、公共機関 88 人）であった。総数の増加のみならず、

企業からの参加が増加していることが重要であり、評価している。 
(5) 修了生の就職 
 修了後 6 ヶ月で就職率 75%、1 年後で 84%と良好である。一方、大学への進学者は累計

で約 20 人である。（辻川注；修了者累計は 239 人） 
 採用した日系企業から、英語力の不足が指摘されている。Work Ethic（労働倫理）につ

いては、特段の指摘はない。JMTI では Kaizen、5S、QCC をとりあげている。 
(6) Advanced Diploma 
 Diploma（Level4）に 2 年間上乗せして Advanced Diploma（Level5）を ADTEC グル

ープ（JMTI と４ADTEC）に設置する計画である。既にシラバスと対応づける（マッピン

グ）NOSS（職業訓練標準）の Level5 は用意されている。現在、労働力局の指導により JMTI
においても訓練コースを開発すべく、カリキュラムとシラバスの研究会を発足させている。 
2004 年 7 月開講予定であるが、遅れても 2005 年には開講できるものと予想している。 
 
2. 終了時評価報告 
 12 月 15 日から 19 日にかけて、プロジェクト（フォローアップ）について日本側終了時

評価調査が実施された。内容は、PDM に基づいてプロジェクト目標の達成度といわゆる５

項目（計画の妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）に関する評価である。

本 JCC に終了時評価報告が提出され、意見交換が求められた。終了時評価報告の概要は次

のとおりである。 
 プロジェクト目標について、(1)メカトロニクス科、生産科、電子科の COE（Center of 
Excellence：他施設指導員の訓練用コースを実施する機関としての認定）の認定については、

プロジェクト修了後 1 年以内に実現する運びであること、(2)指導員の能力向上については、

専門家による技術移転が行われ、ロボコン初参加での好成績もあり、評価できること。 
 マ側に起因する問題点、即ち、C/P 指導員の予期せぬ昇格転出、一部機材の故障、マ側調

達機材の仕様の齟齬により、スケジュール等の変更を余儀なくされたが、概ね良好に進捗

した。 
 終了時評価報告の Conclusion（仮訳） 
 プロジェクトは概ね円滑に進捗し、満足できるものである。評価の際に面接と意見交換

を通じて得た情報から、日本人専門家の貢献とマ側 C/P の努力を確信することができた。

今後増加する修了生が円滑に就職できるためには、産業界のニーズに対応する訓練コース

を開発し続ける努力が不可欠である。日本人専門家による技術移転と日本における C/P 研

修で得た技術的知識と経験を維持し向上させるために、中心的な C/P は JMTI に留められ

るべきである。 
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3. 今後の計画 
 JMTI 所長より、今後の計画、要望に関する次の発言があった。 
(1)JMTI と EHDO（職業能力開発大学校）による、学生と指導員の交換プログラムの実現 
(Student/Instructor exchanging program with EHDO-Polytech College) 
(2)学生の日本への留学機会の確保 
(Student continuing education in Japan, Study in college) 
(3)応用過程の新設 
(Advanced Diploma Training Program) 
(4)関係分野での個別専門家派遣 
(Dispatching of Individual Experts in related area to enhance the capability of the 
instructors) 
(5)アジア太平洋地域での国際的評価の獲得、第三国研修 
(International Recognition by TCTP for ASEAN, Asia Pacific) 
 また、JMTI 所長より、計画中の MJTU（日本の協力による 4 年生技術大学）に関し、

KL 近郊に設立されると聞いているところ、JMTI との競合関係に陥ることを心配している

が、むしろ相互補完的な関係を望みつつ、連携して行けることを希望している旨の発言が

あった。 
 
 JICA 事務所より、次のコメントがあった。 
(1)マ側からは継続的な協力の要望があることを承知している。日本側は 2 国間の協力関係

の重要性を理解している。しかし、終了時評価により、JMTI プロジェクトはほぼ満足でき

るものと評価されて終了する以上、単純に延長することはできない。新たな要望について

は、いずれにしろ、日本政府により検討されるべきものである。 
(2)今後の協力のあり方としては、コストシェアリングの考え方を導入して欲しい。マ国に

おいては漁業開発公社で実現している。日本へ研修員を派遣してオーダーメイドの訓練を

行うような要望については、特にコストシェアリングにより実現が可能になると思われる。 
(3)日本への留学については、文部科学省とコンタクトをとって情報を入手して欲しい。 
(4)（次官よりプロジェクト修了後も JCC を継続する予定はないとの回答を受けて）JMTI
の新たな計画、進捗については、JICA も関心があるので、相互に情報の交換を心がけたい。 
 
最後に次官より、長年にわたる技術協力に対する謝辞が述べられ、散会した。(以上) 

  
（添付） 
 第 8 回合同調整委員会開催通知（省略） 
 同委員会配布資料 

- Final Evaluation Report on the Japanese Technical Cooperation for 
The Japan-Malaysia Technical Institute Project (Follow up) 

- Activities for Technical Transfer（省略、VI-3 を参照） 
- Contribution of Japanese Government to the Project 




